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本紙は女性の視点で平和と平等を推進します

降旗あっ子

奴
隷
制
は
「
人
道
へ

心
罪
」

新
し
い
動
き
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点

国
連
主
催
の

「
人
種
主
義
・
人
種

差
別
・

外
国
人
排
斥
及

び
関
連

す
る
世

界
会
議
」（
以
下

、
世
界
会
議
）

が
、
８

月
3
1日

か
ら
９

月
８

日
ま
で

、
南
ア
フ
リ
カ

共
和
国
ダ
ー
バ
ン
で

開
催

さ
れ
た

。
世
界
会
議
は
、
こ
れ
ま
で
7
8
年
、

8
3年
に

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で

開
か
れ
て
い
る

。
３

回
目
の

今
回
は

、
約
１
７
０
国
か

ら
6
0
0
0

名
、
９

５
０
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
参
加

。
日

本
か
ら
も
政
府
代

表
、
議
員
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
約
１
０

０
人
参
加
し
た

。
圭

た
、
政
府
間
会
議
と
平
行
し
て

Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ

ォ
上

フ
ム
が
同
地
で

、
８
月
2
8日
か

ら
９

月
１
日

ま
で

開
か

れ
た

。

３
日

、
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｗ

（
日

本

女
性

監
視
機
構
）
主
催
で

、

世
界

会
議
報
告
会
が
開
か
れ

た
（

於
・
東
京
ウ
ィ
メ
ン

ズ

プ
ラ

ザ
）
。
岩
撫
明
（

外
務
省

人

権
人
道
課
）
、石

毛
え
い

こ

（

衆
議
）
、房

野
桂
（

国
際
大

学
婦
人
連
名
）
さ
ん
ら
が

、

そ

れ

ぞ
れ

の

立

場

か

ら

報

告

。過

去
２

回

の

世

界

会

議

は

、
南
ア
フ
リ

カ
の

ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト

問
題

が
中
心
だ
っ

た

が
、
今

回
は
人

種
差
別
全

般

を

取

り

上

げ

た

の

が

特

徴

。
そ
の
中
で

、
ア
フ

リ
カ

諸
国
が
求
め
た

「
過
去
の
奴

隷
制
・
奴

隷
貿
易

・
植
民
地

主
義
に
対

す
る

謝
罪
・
賠
償

問
題
」
と
ア
ラ

ブ
諸
国
が
提

起
し
た

「
パ
レ
ス
テ
ナ

ー
イ

ス
ラ
エ
ル
（
中

東
紛
争
）
問

題
」（
イ
ス
ラ
エ
ル

を
人

種
主

義

国

家
、
シ

オ

ニ

ズ

ム
凵・ 福 島 瑞 穂 事 務 所 ）(写 真 提 供日 本 の Ｎ Ｇ Ｏ も パ フ ォー マ ン ス呼 び か け で韓 国 の

イ
ス
ラ

エ
ル
建
国
の
原

動
力

と
な

っ
た
ユ

ダ
ヤ

民
族
主
義

凵

を
人

種

主

義

思

想
と

指

摘
）
で

、
会
議
は

紛
糾

。
怒

っ
た
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ

エ

ル

が

、
会
議
前
半
で
代

表
団

を
引
き
上

げ
る
事

態
も

起
こ

っ
た
。
「
準
備
会
議
か
ら

、
中

東

諸
国
は
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
を

人
種
差
別
と
し
て

取
り
上

げ

る
こ
と
に

熱
心
だ

っ
た

。
今

の
政
治
問
題
を
会

議
に

持
ち

込
め
ば
割
れ
る

。
日

本
は

、

中
東
諸
国
と
ア
メ
リ
カ

ー
イ

ス
ラ

エ
ル

の
間

を
取

っ
て

、

会
議
を
成
功
さ
せ
る

努
力
し

た
が
、
２

つ
の

問
題
で

会
議

は
政
治
化
し
て

し
ま

っ
た

」

と
岩
撫
さ
ん

。

政
府
間
会
議
の
宣
言

・
行

動
計
画
は
も
め
に
も
め

、
会

期
を
１

日
の
ば
し

、
作
業
は

夜
を
徹
し
て

行
わ
れ
た

。

最
終
的
に

、
奴
隷
制
と

奴

隷
貿
易
を
「
人
道
に
対

す
る

罪
」
と
認
め
「
深
い
遺
憾
の

意
」
を
表
明
し
た
も
の
の

、

明
確
な
謝
罪
や
賠
償
に
は

触

れ
ず
、
中
東
問
題
で
は

、
ア

ラ

ブ
諸
国
が
強
く
求
め
て
い

た

、
イ
ス
ラ

エ
ル

名
指
し
の

非
難
は
避
け
、
「
外
部
勢
力

の

占
領
下

に
あ
る
パ
レ
ス
チ

ナ
の
人
々
の
苦

難
」
に

、
憂

慮

す

る

表

現
に

落

ち

着
い

た
。石

毛
さ
ん
は

、
会

議
全
体

の
エ
ネ
ル

ギ

ー・
が
奴

隷
、
中

東
問
題
に
傾
き

、
日

本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ

が
持
っ
て
い

っ
た

多
く

の
問
題
が

、
政

府
間

会
議
で

討
議
さ
れ
な
か

っ
た
こ

と
が

残
念
と
言
い

、
興
味
深
い

パ

ラ

グ
ラ

フ
に
つ
い
て
い

く
つ

か
を
紹
介
。
特
に

、
人

種
主

義
や
人
種
差
別
な
ど
不

寛
容

と
戦
う
時

、
政
治
家
と

政
党

が
鍵
を
握
る
役
割
を
担

っ
て

い

る
、
不
寛
容

を
そ
そ
の
か

す
、
あ
る
い
は
先
導

す
る
公

共
の
言
動
を

、
政
党
人

が
自

制
す
る
よ
う
勧
告
し
た

「
政

治
家
と
政
党
の
責
任
」
の
パ

ラ

グ
ラ
フ

は

、
日
本
の

政
治

家
が
自
覚
せ
ね

ば
な
ら
な
い

と
こ

ろ

、
と
報
告
。

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ

会
場
で
は

、
イ

ン

ド
の

不
可
触
賎
民

ダ
リ

″

卜
が
、
パ
キ
ス

タ
ン
と
ネ
パ

ー
ル

の

ア

ン

タ

″
チ

ャ

ブ

ル

、
日

本
の
部
落
民
差
別
に

対
し
て
（

ン

ガ
ー
・
ス
ト
ラ

イ

キ
を
含
む
激
し
い
抗
議
活

動

を
展
開
し
た
≒
Ｎ
Ｇ

Ｏ
文

書
作
成
も
難
航

。
途
中
2
0
ペ

ー
ジ
が
紛
失
す
る
と
い

う
嫌

が
ら
せ

な
ど
が
あ
っ
た

が
、

４
日
に
完
成

。
政
府
間
会
議

に
提
出
さ
れ
た
も
の
の

、
特

定

の

国
（
中

東

、
中

国

な

ど
）
を
誹
謗
す
る
文
書

、
採

択
プ
ロ
セ
ス

に

問
題
が
あ
る

と

、
メ
ア
リ

ー
・
ロ

ビ
ン
ソ

ン

人
権
高
等
弁
務
官
は

、
各

国
政
府
代
表
に
推
薦
す
る
こ

と
を
拒
否
し
た
」
と

、
房
野

さ
ん
。
会
場
か
ら

、
藤
岡
恵
美
子

（
同
会
議
の
準
備
を
進
め
て

き
た
反
差
別
国
際
運
動
事
務

局
長
）
さ
ん
が
発
言

。
日
本

が
力
を
入
れ
て
い
た
門
地
差

別
問
題
が
、
カ
ー
ス

ト
制
を

持
つ
イ
ン

ド
政
府
の
強
行
な

反
対
で

対
立
‥
激
し

い
攻
防

戦
の

後

、
削
除
さ
れ
た
と
紹

介
し

た
後
、
「
今
回
の
会
議

で

も
う
１

つ
力
を
入
れ
た
の

が
、
ジ

ェ
ン

ダ
ー
と
人
種
主

義
の

交
差
」
だ
と
言
う

。
最

終
文
書
で

も
ジ
ェ
ン

ダ
ー
を

位
置
付
け
る
こ
と
が
勧
告
さ

れ
た

が

、
「
理
論
、
実
態
の

把

握

も

、
問

題

は

こ

れ

か

ら
」
と
報
告

。

「
会
議
の
成
果
は
何
か
」

の

会
場
か
ら
の
質
問
に

、
房

野
さ
ん
は
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ

会
議

で
は

、
今
ま
で

声
を
上
げ
な

か
っ
た
人
々

が
声
を
上
げ
た

こ
と

。
世
界
の

、
差
別
を
受

け
て
い

る
人
々
の
状
況
が

、

す
べ
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
文
書
の
中

に
書

き
込
ま
れ
て
い

る

。
意

義
深
い
こ

と
だ
。
メ

ア
リ
ー

・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

の
言
葉
を
借

り

る

な

ら

、
ダ
ー
バ

ン

は

始
ま
り
で

あ
り

、
終
り
で

は

な
い

」
と
力
強
く
答
え
た
。

冬までに食料、毛布届けたい
「
ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

で

は

、

人

口
の

４

分

の

Ｉ

が

飢

え

や

病

気

に

直

面

す

る

。
空

爆
で

、

さ

ら

に

２

２

０

万

人

が

家

を

失

う

と

予

測

さ

れ

、

困

難
の

度

合

い

は

増

し

て

い

る
」
。
Ｈ
一
日

、

東

京

・

港

区

の

ユ

ニ
セ

フ
（

ウ

ス
で

、
ユ

ニ

セ

フ

ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

緊

急

支

援

プ

ロ

グ
ラ

ム

特

別

代

表

の

ナ

イ

ジ

ェ
ル

ー
フ

ィ
ッ

シ

ャ

ー

さ

ん

が

国

際

支

援

を

訴

え

た

。

フ

ィ

ッ

シ

ャ

ー

さ

ん

は

、

テ

ロ

発

生

後

に

特

別

代

表

に

就

任

、
パ

キ

ス

タ

ン

ー
イ

ス

ラ

マ

バ

ー

ド
で

、

陣

頭

指

揮

を

と

っ
て

い

る

。

子

ど

も

の

４

大
に
１

人
が
１

歳
未
満
で
死

亡

、
１
日
5
0
人
の
女
性
が
分

娩
で

亡
く
な
っ
て

い
る

。「
深

刻
な
の

は

家
を
失

っ
て

も

、

勵
く
こ

と
さ
え
で

き
な
い
大

た

ち

。こ

の
大

た
ち

へ
の

緊

アフガニスタン西部の街ヘラートの西15km に 位置するマスラフ国内避難民キャンプo食
料 の 配 給 を 待 つ子 ど も た ち0 (2001年9月３－９日 撮 影）ＯＵ Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ Ｆ /  ＼1 /  Ahamad

MASOUD

援

物
資
を
積
ん
だ
ロ
バ
９
０

０
頭
の
輸

送
部
隊
が
、
北
部

4
0
0
0

メ

ー
ト
ル

の
山
岳

地

帯
に

向
け
、
パ
キ
ス

タ
ン

を
出

発
し

た
。
し

か
し
、
８

日

に

空

爆

が

始

ま

っ
て

か

ら

、
す
べ
て
の

補
給
作
戦
が

一
時
止
ま

っ
た
。

「
数
日
で

再
開
で

き
る
だ

ろ

う
。
イ
ラ
ン

や
パ
キ
ス

タ

ン
国

境
付

近
に
は
、
数
十
台

の

輸
送
ト
ラ

″
ク
が
待
機
し

て
い
る

。
日

帰
り
で

行
け
る

所
も

あ
る

。
空
爆
で

も
、
タ
リ

バ
ン

政

権
で

も

継

続
す

る
。

子

ど
も
を
敵
と
見
な
す
人
は

世
界
に
い

な
い
の
で

は
」

ユ
ニ
セ
フ

は
各
国
に
３
６

急
支
援
に

力
を
注
ぎ
た
い
」
　

０
０
万

ド
ル
の

緊
急
援
助
を

現
在
、
救
援
物
資
の
輸
送
　

呼

び
か
け
て
い

る
が
、
ま
だ

は

、
陸
路
に
頼
る
。
現
地
は
　
２

割

し

か

集

ま

っ
て

い

な

間
も
な
く
冬
と
な
り

、
夜
間
　

い

。
「
協
力

を
」と

訴
え
る
。

の

気
温
は
マ
イ
ナ
ス
2
5
度
に
　
　

「
ア
フ

ガ
ン

難
民
緊
急
募

下

が
る
。
「
昨
年
も
夜
間
に
　

金
」
郵

便

振

替
一
〇
〇
Ｉ

子

ど
も
が
凍
死
し

た

。
冬
が
　

１
０

・
５

・
７
９
５
０
０

、

来
る

前
に

、
何
と
し
て

も

、
　
口

座

名

義

一
如
日

本

ユ

ニ

食

料
、
毛

布

、
医
薬
品
や
安
　

セ
フ
協
会
（

通
信
欄
に
「
ア

全
な
水
を
届
け
た
い
」
　
　
　

フ

ガ
ン

難
民

」
と

明
記
）

９

月
末
に
大
規
模
な
物
資
　

イ

ン

タ

ー
ネ

″
ト

ー
ｙ

輸

送
作
戦
を
開
始
し
た

。
救
　
w
w
w
.
ｕ
ｎ
ｉｃ
ｅ
ｆ
.ｏｒ
.ｊｐ

「
イ

ン

タ

ー

ネ

″
卜
の

世

界

と

テ

レ

ビ
の

世

界

が
ち

が
い

す

ぎ

る
！

」
。
友

人

の

Ｏ

さ
ん

が

電

話

で

嘆

き

怒

る

。

同

時

多

発

テ
ロ
後
の

数
日

、
テ
レ

ビ
だ

け

見
て
い
る
と
報

復
当

然
、

行

け

行

け
／・
の

感

じ

だ

っ

た

。
新
聞
で

わ

ず
か
に
ア

メ

リ
カ
で
も
少
数
派

が
い

る
こ

と

を
知
る
く
ら
い

だ
っ
た
▼

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は

全
く
違

っ
て
い
た

。
私
は

あ

ま
り
検
索
し
て

情
報
を
探
す

ほ

う
で
は
な
い

が
、
メ

ー
ル

が
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
来
た

。
自

分
の
と
こ
ろ
に
来
た
手

紙
を

転
送

、
そ
れ
を
ま
た
転

送
と

い
う
こ
と

が
多
く

、
報
復
に

反
対

、
憂
慮
す
る

声
、
活
動

を
知
っ
た
▼
無
名
の

主
婦
が

メ
ー
ル
で

呼

び
か
け

、
２
週

間
で
1
5
0
0

万
円
集
め

、

Ｎ

Ｙ
タ
イ
ム

ズ
に

広
告

を
出

し
た
（

２
面
参
照

）
と
い

っ

た
話
を
聞
く
と

、
新
聞
や
テ

レ

ビ
と
全
く
ち

が
う
世
界

が

広

が
っ
て

い
た
の
だ
と

思
う

▼

「
湾
岸
戦
争
の
と
き
は
マ

ス
コ

ミ
報
道
に
の

っ
て

、
イ

ラ

ク
け
し
か
ら
ん

、
国

際
貢

献
一
色
だ
っ
た

。
今
度
は

ち

が
う

。
武
力
報
復
に
懸

念
を

抱
い
て

い
る
人
が
多
い

。
民

衆
の
コ
ミ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

が

始
ま
っ
て

い
る
よ

う
」
と
Ｏ

さ
ん
は
い
う
▼
テ
レ

ビ
も
近

ご
ろ

、
ア
フ

ガ
ン
の
状
況

が

報
道
さ
れ
た
り
テ
ロ
発
生
当

初
と
少
し
変
わ

っ
て
き
た
よ

う
だ
が

、
反
対
の

運
動
は
ほ

と
ん
ど
報

道
さ
れ
な
い

。
も

っ
と
変
わ
ら
な
い
の

が
政
府

と
国
会
の
大
勢

。
間
髪

を
い

れ

ず
、
ア

メ

リ

カ

に
「

支

持
」
だ
け
で

は
▼
世
論
調
査

で

は
「
テ

ロ
対
策
特
措
法
」

に
６

割
近
く
が
賛
成

、
内
閣

支
持
率
８

割
と
い
う
が

、
本

当
か
し
ら
。

ニ
ュ
ー
ス
く
り
つ
ぷ

・

炭
疽
病
全
米
パ

ーつ

ク

1
0月
初
め

、
米
フ

ロ
リ

ダ

州
か
ら
始
ま

っ
た

炭
疽
病
騒

ぎ
で

、
米
国

議
会
に

も
菌
の

入
っ
た
封
筒

が
送
り
つ

け
ら

れ

、
米

国

議

会

が

全

面

閉

鎖

。
英
国
・
ス
イ
ス

・
豪
州

な
ど
他
の
国
に
も

騒
ぎ
が
波

及

。
・

狂
牛

病
全
頭

検
査

狂
牛
病
騒

ぎ
で

牛
肉
の

売

上
半
減

。
厚

労
省
は
1
8日

、

全
国
の
牛
を
一
斉

検
査
す
る

と
決
定

。

・

テ
ロ
特

措
法

案
、
今
月

下
旬
に
成
立
か

米
軍
な
ど
の
軍
事
行
動

を

自
衛
隊
が
支
援
で

き
る
よ

う

に
す
る
テ

ロ
対
策
特
別
措
置

法
案
が

、
1
8日
衆
院
本
会
議

で

可
決

、
参
院
に
送
ら
れ

、

今
月
中
に
成
立
の
見
通
し

。

・

ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
に
名

古
屋
大
・
野
依
良
治
教
授

。

化
学
賞
に
日

本
か
ら
２
年
連

続
受
賞
。

Ｓ

え
ひ
め
丸
引
揚

げ

２

月
に

米
原
潜
に
衝
突
さ

れ
沈
没
し

た
え
ひ

め
丸
は

、

1
6日

ホ
ノ
ル
ル

沖
浅
瀬
に
移

動

さ
れ
、

―
遺
体
が
発
見
さ

れ
た

。

・

秋
野
不

矩
さ
ん
（
9
3）

Ｈ
日
死

去
、
日

本
画
家
。
イ

ン

ド
の
風

土
を
描
い
た
。
9
9

年
文
化
勲
章
受
章
。

こ
の
国
で
で
あ
る

●
各
界
々
晧
踏
ず
る

夊
既
だ
も
の
‐。

≒
き
と
闢
い

、

や
の
隻
き
ぎ
畿
を

貉
兮
ず
る
！

●
ア
エ

ラ
「

現

代

の

肖

像

」

二

〇

本

を

収

録
‐
・

Ｂ

６
判

並
製
・
２
８

０

頁

☆
1
7
0
0

円

〒101-0065 千代田区西神田2-4-6

003  (5211) 7175 FAX 0099 ☆税別価

ﾓサタ 螽ｔ

〈

瀬

戸

内

寂

聴

推
薦
〉

こ
こ
に

登
場

し
た
女

性
た
ち
の
、

何
と

個
性
的
で

刺
激
的

な
生
活
と
意
見

よ
。

い
き
い

き
と
し
た
魅
力

的
な

本
音

を
吐

か
せ
た

の
は
、

イ
ン

タ
ビ
ュ
ア
ー

の
お
手
柄
。

玉

三
郎

さ
ん
を

女

と
見

立
て
た
の
に

、

誰
も
文

句
は
な
い

だ
ろ
う
。

i　　

……■A

万j
ﾀﾞｱ]し

／

桃

井

か

お

り

吉

田

美

和

北

川

悦

吏

子

一
条

ゆ

か
り

扇

千

景

林

真

理

子

▼
濤
濮
卜

”

”
’`

白

石

加

代

子

大

島

早

紀

子

白

河

直

子

天

海

祐

希

坂

東

玉

三

郎

▼
濔
の
姐
心

海
１
”

大

竹

し

の

ぶ

田

岡

由

伎

室

井

佑

月

藤

間

勘

十

郎

内

田

春

菊

▼
－

い
辛
淑
玉

山
本
容
子

桂
あ
や
め

田

嶋
陽
子

田
辺
聖
子

ゆ

っ

く

り

大

き

く

な

れ

ば

い

い

●
こ

ど
も
医
者
診
療
日
記
　

な
に

が
あ
っ
て
も
子

は
育
つ
／
’

石

橋

涼
子
（
小
児
科
医
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆
１
５
０
０
円

マ

マ

ア

ナ

●
ア
ナ

ウ
ン
サ

ー
と
し
て
マ
マ
と
し
て

華
の
女
子
ア
ナ

は
3
0代
か
ら

り
‥
　子

育
て
・
仕
事

奮
戦
記

―・

茅

原
ま

す

み
（
テ
レ
ビ
東
京
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
　
　
☆
1
5
0
0
円

い

く

っ

に

な

っ

て

も

夢

螽

き

た

い

●
八
十
歳
で
絵
を
描
き
は
じ
め
た
毋
・
ノ
イ
さ
ん
の
画

集

松

浦

幸
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆
1
8
0
0
円

＝

。

ぷ

こ

に

谺

ｌ
ｌ

ｋ
Ｆ
ｉ

゛
｀
1
.
一`
Ｉ

Ｊ
　

いｌ
ｙ
　
　
　
　
　

ぶ
四

作一

。１
Ｅ

げ

沙

Ｊゝ
卜
…
…
…
乙
　
　

’驚
ダ
　
　
　
　
　

ル

久

ｔ

異

議

あ

ｈ

ｆ
ｙ

ｅ

小
泉
人

気
の
裏
で

危
険
な
計

画

が
着

々
と

進
行

し
て
い
る
／
・
小

泉
の
過
去
・
現
在
の
ｄ

動
と
政
策

を
総
点
検
し

、
憲
法
改
悪

、
集
団
的
自
衛
権

、中
小

企
業

つ
ぶ
し
、
社
会
保

障
削
減

、
消
費
税

率
大
幅

ア

ッ
プ
な
ど
、
そ
の
反

国
民
的
「
改
革
」
の
正

体

を
明

ら
か
に
す

る
渾
身
の

書
。
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だ
。
も
う
ひ
と
つ
は

、
テ
レ

ビ
映
像
に
よ

る
交
通
安
全
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン

の
新
し
い
展

開

だ
。
例
年
、
夏

の
バ
カ
ン
ス

前
に
は
こ

の
よ

う
な
映
像

が

流
さ
れ
て

い
た
が

、
あ
ま
り

迫
力
の

あ
る
も
の
で

は
な
か

顔
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ

て

、
終
わ
る
。

今

年
の

キ

ャ
ン

ペ

ー
ン

は

、
娘
と
会
話
を
し
な

が
ら

父

親
が
ア

ク
セ
ル

を
ク
ッ
と

踏
む

。
次
の
場
面
で

、
車
が

前
方
の
ト
ラ

″
ク
に
突

っ
込

「
死

の
シ
ル
エ
ッ
ト
」
の
効
果

つ
た

。
バ
カ
ン
ス

に
出
か
け

る
父

親
と

娘
。
楽
し
い
会
話

が
進
む

。
順

調
に

走
っ
て

い

た

高
速

だ
が
、
前
方
で

事
故

が
起
き
た

様
子
で

、
渋
滞

。

救

急
車
や

消
防
車
の
サ

イ
レ

ン
に

、
少
女
の

不
安
そ
う
な

む

。
少
女

の
持
っ
て

い
た
人

形

が
道
路
に

投
げ
出
さ
れ
る

・
…

こ
ち
ら

は
か
な
り
リ
ア

ル

で
あ
る

。
こ

れ
ら
や

、「
死

の
シ
ル
エ

ッ
ト

」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

の

効

果

が

あ

っ

た

の

か

、
去

年
の
夏

は
、
交
通
事

故
死

が
記
録
的
に
減
少

。
年

間
を
通
し
て

も
、
７

千
６
０

０
人
で

、
前
年
比
５

・
５
％

減

。
死

者
が
８
千
人

を
下
回

っ
た
の
は
実
に
1
0
年
振
り
と

言

う
。
ド
ラ
イ

バ
ー
を
ソ

ッ

と

さ

せ

る

キ

ャ

ン

ペ

ー
ン

で

、
交
通
事
故
死
の
減
少
傾

／
シ ル エ ッ ト(右 手 に 見 え る) で ドキ ッ死 の

向
を
定
着
さ
せ
た
い

と
フ
ラ

ン
ス

政

府
は
必
死
で

あ
る
。

私
の

住
む
ラ

ー
ロ
シ
ェ
ル

の

、
日

本
人
の
友
人
の
母
親

が
先
日

、
日

本
か
ら
や
っ
て

き
た

。
お
会
い
し

た
途
端

、

「
あ
あ
、
怖
か
っ
た
わ
！

」

と

言

う
。
何

か

と

思

っ

た

ら

、
女
婿
の

運
転
の
こ

と
だ

と
言

う
。
「
し

ゃ

べ
り
っ
放

し

だ
し

、
よ

そ

見

は

す

る

し

、
そ
れ
に

あ
の
ス

ピ
ー
ド

で
し

ょ
う
１
・
」
と

。
私
は
、

彼
の

運
転

を
他
の

ド
ラ

イ
バ

ー
に
比

べ
て

怖
い

と
感
じ
た

こ
と

は
な

か
っ
た

。

「
黒
い

シ
ル
エ

″
卜
に

な

り
た

く
な
か

っ
た

ら
、
フ
ラ

ン
ス

的
な

荒
っ
ぽ
い

運
転
に

慣
れ
過

ぎ
て

は
圭

ず
い

な
」

と
内
心
ヒ
ヤ

ツ
と
し

た
。

ｊ

プ
ン
4
1
1
1
1

剛
暮
収
疝
９
甲
が
叫

の

先

月
に

続
い
て

、
フ
ラ
ン

ス
人
と

車
の

話
。

ボ
ル

ド
ー
か
ら

南
に
走
る

県

道
３
３
号

を
走
る
。
辺
り

は
見

渡
す
限
り

見
事
な
ブ
ド

ウ
畑

。
鼻
う
た
ま

じ
り
に
ス

ピ

ー

ド
ア

ッ

プ
。
そ

の

途

端

、
前
方
の

道
路
脇
に

黒
い

人
影

が
現
れ

、
ド
キ

″
！
し

ば
ら
く
行
く
と
反
対

側
の

道

路
脇
に

、
交
差
点
に

は
４

人

の
人
影
が
…

。

去
年
か
ら
全
国
の

道
路
の

至
る
所
に

、
人
物
大
の

黒
く

塗
ら
れ
た

、
木
製
の
「
死
の

シ
ル

エ
ッ
ト
」

が
お
目
見
え

し

た

。
交
通
事
故
死
の
あ

っ

た
現
場
に
立
て

ら
れ
て
い
る

の

だ
と
言
う

。

フ
ラ
ン

ス
の
交
通

事
故
死

は
、
ヨ

ー

ロ

。
パ
で

例

年

１

、
２

位
を
争
っ
て

お
り

、

中
で

も
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過

に
よ

る
事
故

が
問
題
と
な

っ

て

い
る
。
ド
ラ

イ
バ

ー
意
識

に

訴
え
る

、
事
故
撲
滅
キ

ャ

ン

ペ
ー
ン

が
新
聞

、
テ
レ

ビ

な
ど
で

何
度
か
試
み
ら
れ
た

が
、
モ
ラ
ル

に
訴
え
る
キ

ャ

ン

ペ
ー
ン

は
、
成
果
は
上

が

交
通
事
故
の
減
少

ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
な
ら
と

政
府
は
、
現
実
的
に
交
通
事

故
の

恐
ろ

し
さ
を
訴
え
る
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン

に
踏
み
切
っ
た

よ

う
だ
。

そ
の
ひ

と
つ

が
「
死
の
シ

ル
エ

ッ
ト

」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

エルサ･ベスコフ 作'･絵 ／ひしきあきらこ 訳
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３人のおぱさんと一緒に

暮らすように なったぺ･フ

テルとロッ クは､人に 親

切にしようとして出 かけ

ます｡ところが、道に迷っ

て大変なことに……。
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ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
タ
イ
ム
ズ

に
意
見
広
告

愈

を

耐

と

=

▼7
響

翻

10
月
9
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
タ
イ
ム
ス

(以
下
、
N
Y
タ
イ
ム
ス
と
略
)
に

「報
復
で
な
く
平
和
と
公
正
」
を
訴

え
る
元
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
の
軍
曹
の
大
統
領
へ
の
手
紙
を
載
せ
た
全
面
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
手
紙
を

メ
ー
ル
で
見
た
4
人
の
子
を
持
つ
日
本
人
女
性
が
感
激
し
、
意
見
広
告
を
出
そ
う
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
始

め
た
運
動
。
2
週
間
で
1
5
0
0
万
円
の
募
金
が
集
ま
り
実
現
し
た
。

「広
告
が
ひ
と
つ
出
た
か
ら
と
い
っ
て
攻
撃
が

終
わ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
見
た
人
の
中
に
、
必
ず
や
軍
事
行
動
以
外
の
道
が
あ
る
と
考
え
る
人
が
出
て
く
る
で
し

ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
反
響
の
メ
ー
ル
も
届
い
て
い
ま
す
」
と
運
動
を
始
め
た
菊
地
由
美
さ
ん
は
い
う
。

も
,

°

ら

ル

カ か

 

リア メ

一反響 のメ

 

千
葉

・
菊
地
由
美
さ
ん
の
呼
び
か
け
実
る

菊
地
さ
ん
は
千
葉
県
鴨
川

市
に
住
む
4
児
の
母
。
下
2

人
が
ま
だ
1
歳
4
カ
月
と
5

カ
月
な
の
で
、
夫
の
元
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
森
田
玄
さ
ん

と
、
自
然
食
の
セ
ミ
ナ
ー
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な

ど
、
な
る
べ
く
鴨
川
で
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い

う
。同
時
多
発
テ
ロ
の
翌
々
日

.
弛
.翻

⑫
羅

海

.

"

臨

蟹

鯵

驚
讐

詮

3

X

に
、
ア
メ
リ
カ
オ
レ
コ
ン
州

に
住
む
友
人
ト
ム
・
ア
ト
リ

ー
さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
が
届
い

た
。
そ
の
中
に
、
元
海
兵
隊

員
グ
レ
ッ
ク

・
ニ
ー
ス
さ
ん

が
、
プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
あ

て
た
手
紙
が
転
送
さ
れ
て
い

た
。
手
紙
は
テ
ロ
へ
の
怒
り

を
述
べ
、
し
か
し
、
眞
重
に

こ
と
を
す
す
め
て
ほ
し
い
と

述
べ
る
。

「法
的
手
段
で
裁

く
こ
と
」
を
説
き
、
ア
メ
リ

ア
メ
リ
カ
人
の
元
海
兵
隊
員

の
手
紙
の
方
が
説
得
力
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
」。早
速
グ

レ
ソ
グ
さ
ん
に
コ
ン
タ
ク
ト

を
と
り
了
承
を
求
め
、
ア
メ

リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
友

人
に
メ
ー
ル
で
呼
び
か
け
、

15
日
に
は
「グ
ロ
ー
ハ
ル
ピ

ー
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
誕
生
。

に
、
記
者
会
見
の
案
内
を
出

し
た
の
に
来
た
の
は
2
社
だ

け
。

「報
復
は
当
然
」
の
ム

ー
ト
、
無
名
の
呼
び
か
け

人
、
2
0
0
0
万
円
の
目
標

と
い
う

"夢
物
語
"
に

「記

事
に
な
ら
な
い
」
と
思
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
カ
ン
パ
は
ぞ
く

ぞ
く
集
ま
っ
た
。

「イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
知
り
、
感
動
共

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ
ト

で
呼

び

か

け

鵜
適
灘

、

乱

欄

 

筋

〆

糖

鞠

菊
地
由
莫
さ
ん

▲

嚢

蟹

評

垂

銘

2
週
間

で
1
5
0
0
万
円

の
募
金

が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
て

広
告
の
載
っ

た
新
聞
を
持
っ
て
善
ふ
神
戸
元
気

村
代
表
の
山
田
さ
ん

日
」
の
20
日
に
は
、
33
州
1

5
0
大
学
で

「平
和
的
手
段

に
よ
る
裁
き
を
求
め
る
全
米

行
動
の
日
」
が
実
施
さ
れ

た
。あ
る
平
和
団
体
の
調
査
で

は
、
9
月
末
ま
で
に
40
力

国
、
1
8
2
行
動
に
28
万
5

0
0
0
人
が
参
加
し
た
と
言

う
。
し
か
し
、
実
数
は
こ
れ

を
数
十
倍
上
回
る
と
い
う
の

が
現
地
で
の
実
感
だ
。

7
日
、
ア
フ
カ
ニ
ス
タ
ン

攻
撃
開
始
に
対
し
、
即
日
、

抗
議
集
会
デ
モ
が
行
わ
れ

た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で

は
駅
近
く
に
1
0
0
0
人
が

集
ま

っ
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
、
バ
ー
ク
レ
ー
な
ど
周
辺

の
町
々
で
も
、
大
小
さ
ま
ざ

ま
の
抗
議
行
動
が
行
わ
れ
、

夜
は
ヒ
シ
ル
が
行
わ
れ
た
。

翌
日
に
も
、
多
く
の
抗
議

行
動
が
も
た
れ
た
。
パ
ー
ク

レ
ー
で
は
正
午
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

に
数
百
人
が
集
ま
り
、
夕
刻

に
は
駅
周
辺
を
プ
ラ
カ
ー
ド

の
波
が
埋
め
た
。

「
一
体
ど

れ
だ
け
の
人
々
を
殺
す
の

か
」
と
、
先
住
民
の
虐
殺
か

ら
イ
ラ
ク
、
コ
ソ
ボ
へ
の
爆

撃
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史

を
批
判
し
、

「私
た
ち
は
ア

メ
リ
カ
市
民
で
は
な
い
、
地

球
市
民
だ
」
と
い
う
発
言
に

大
き
な
歓
声
が
応
え
た
。

参
加
し
た
80
歳
代
の
女
性

は
、

「
ベ
ト
ナ
ム
を
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
声

を
震
わ
せ
て
語
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
毎
日
の
よ

う
に
、
ど
こ
か
で
抗
議
行
動

が
続
く
だ
ろ
う
。

カ
の
兵
器
が
、
無
実
の
犠
牲

者
の
命
を
奪
う
こ
と
は

"副

次
的
被
害
"
で
な
く
、
ま
た

ひ
と
つ
の
テ
ロ
で
は
な
い

か
、
と
い
う
。
読
ん
だ
と
た

ん
菊
地
さ
ん
は
、
こ
の
手
紙

を
、
ア
メ
リ
カ
の
有
力
紙
に

広
告
と
し
て
出
し
た
い
と
思

っ
た
。

「報
復
反
対
の
意
見

広
告
は
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
日
本
人
の
文
章
よ
り
、

軍
事
行
動
以
外

の
道

が
あ
る
ノ

早
速
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

募
金
を
呼
び
か
け
た
。
阪
神

大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か

ら
ひ
き
つ
づ
き
活
動
し
て
い

る
「神
戸
元
気
村
」が
い
っ
し

ょ
に
活
動
、事
務
局
を
担
っ

て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
が
、
大
マ
ズ
コ
ミ
全
社

璽
齢

感
し
た
人
が
、
ま
た
友
ヘ
メ

ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
お
く

り
、
輪
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ

た
の
で
す
」(神
戸
元
気
村
ス

タ
ッ
フ
の
話
)
。カ
ン
パ
の
額

も
い
く
ら
と
定
め
な
か

っ

た
。
1
0
0
0
円
と
い
っ
た

小
額
カ
ン
パ
が
多
か
っ
た
と

い
う
。
2
週
間
で
集
ま
っ
た

金
1
5
0
2
万
3
3
8
4

円
ー

「日
本
人
が
9
割
で
す

覇

が
、
16
力
国
の
人
か
ら
の
募

金
で
す
。
こ
れ
も
う
れ
し
か

っ
た
」(菊
地
さ
ん
)。

広
告
は
10
月
9
日
(
ソ
ヨ

ン
・レ
ノ
ン
の
誕
生
日
)N
Y

タ
イ
ム
ス
と
決
め
た
。ク
レ

ッ
ク
さ
ん
の
手
紙
全
文
と
、

広
告
が
実
現
す
る
ま
で
の
説

明
を
入
れ
た
。広
告
主
は
「グ

ロ
ー
ハ
ル
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」に
、ア
メ
リ
カ
の
「平

和
の
た
め
の
退
役
軍
人
の

会
」が
加
わ
っ
て
く
れ
た
。

7
日
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

攻
撃
が
始
ま
り
、
心
配
す
る

向
き
も
あ
っ
た
が
、
9
日
の

N
Y
タ
イ
ム
ス
A
セ
ク
シ
ョ

ン
の
23
ペ
ー
ジ
に
ぶ
じ
掲
載

さ
れ
た
。

菊
地
さ
ん
た
ち
は
、
余
っ

た
募
金
、
そ
の
後
も
寄
せ
ら

れ
る
金
で
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
日
本
あ
る
い
は
イ

ス
ラ
ム
の
国
の
新
聞
に
も
意

見
広
告
を
載
せ
た
い
と
計
画

し
て
い
る
。

(グ
レ
ッ
グ
さ

ん
の
手
紙
の
全
文
は
ネ
ッ
ト

上

で

読

め

る
。
≦
≦
≦

℃
$
8

N
o
g

o
「αq、)

斜

醗

一,鼎

種

.,
・
甜

禰

週

幽

目

高
ま
る
反
戦

の
行
動

全
米
の
各
地

で
集
会
と
デ

モ

カ
ー
ド
や

ハ
ナ
ー

(横
断

幕
)
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
。

「反
テ

ロ
・
反
戦

・
反
暴

力
」「人
種
差
別
に
ノ
ー
、
平

和
に
イ
エ
ス
」
「戦
争
は
答
え

で
は
な
い
」
。英
語
だ
け
で
な

く
ス
ペ
イ
ン
、
ア
ラ
ビ
ア
、

漢
字
な
ど
の
文
字
か
躍
っ
て

い
る
。
在
米
日
本
人
ク
ル
ー

プ
、
日
系
人
ク
ル
ー
プ
の
主

張
も
見
え
る
。

昼
過
き
出
発
し
た
デ
モ

は
、
乳
母
車
の
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
、
杖
を
つ
き
、
歩
く
の
が

や
っ
と
の
お
年
寄
り
ま
で
、

年
齢
、
肌
の
色
、
衣
装
も

様
々
な
人
が
、
民
族
楽
器
を

演
奏
し
な
が
ら
、
叫
び
な
が

ら
、
歌
い
な
が
ら
、
2
キ
ロ

余
も
街
路
を
埋
め
尽
し
た
。

広
場
に
も
ど
る
と
、
舞
台

の
上
で
は
再
び
発
言
が
続
い

た
。
発
言
者
は
、
人
権
団

体
、
労
働
組
△口
、
弁
護
±
ク

ル
ー
プ
、
ユ
タ
ヤ
人
ク
ル
ー

プ
、
ヘ
ト
ナ
ム
退
役
兵
グ
ル

ー
プ
の
代
表
や
高
校
生
な
ど

30
人
以
上
。
ど
の
人
も
、
事

件
で
亡
く
な
っ
た
人
々
に
対

し
て
は
、
悲
し
み
と
陣
み
を

現
し
な
が
ら
も
、
戦
争
は
解

決
策
で
は
な
い
と
訴
え
た
。

事
件
直
後
か
ら
、
全
米
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た

集
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
抗
議

行
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

11
日
、
事
件
の
シ
ョ
ソ
ク

で
、
終
日
人
影
も
無
く
静
ま

り
返
っ
て
い
た
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
を
は
じ
め
、
多
く
の

『

田,

●

●
現
地
か
ら
の
報
告

【米
国
力
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
イ
ー
ス
ト

。
ヘ
イ
発
U

池
田
真
里
】
9
月
11
日
の
事

件
以
来
、
新
聞
は

「戦
争
」
、

「報
復
」
の
大
見
出
し
、
電

彼
メ
デ
ィ
ア
は

「史
上
最
悪

の
米
本
土
へ
の
攻
撃
」
と
叫

び
た
て
、
家
々
や
車
に
は
星

条
旗
が
翻
る
。
そ
の
中
で
、

武
力
に
よ
る
報
復
に
反
対
す

る
人
々
の
声
は
、
静
か
に
、

着
実
に
高
ま
っ
て
い
る
。

9
月
29
日
、
反
戦

・
人
権

N
G
O
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン

・
セ
ン

タ
ー
の
呼
び
掛
け
で
、

「い

ま
す
く
立
ち
上
が
っ
て
戦
争

と
人
種
差
別
に
終
止
符
を
」

を
ス
ロ
ー
カ
ン
に
、
首
都
ワ

シ
ン
ト
ン
を
は
じ
め
、
ロ
サ

ン
シ
ェ
ル
ス
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
な
ど
全
米
各
地
で
集
会
と

デ
モ
か
行
わ
れ
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ド

ロ
レ
ス
広
場
に
は
、
2
万
人

近
い
人
々
か
手
作
り
の
プ
ラ

璽
鶏窟

献 。 麟

9月29日 サ ノ フ ラ ン ン ス コの ドロ レス 広 場 を埋 め た 人 々

擶融静懸醐

町
で
は
夜
に
な
る
と
、
誰
か

ら
と
も
な
く
ロ
ー
ソ
ク
を
持

っ
て
集
ま
り
ビ
ジ
ル

(夜
、

野
外
で
行
な
わ
れ
る
祈
り
と

抗
議
の
沈
黙
の
集
会
)
か
持

た
れ
た
。

私
た
ち
は

地
球
市
民

こ
の
日
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ト

の
人
権
団
体
ク
ロ
ー
ハ
ル

・

エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ソ
は
、
早
く

も

「報
復
は
解
決
で
は
な

い
」
と
呼
び
掛
け
、
翌
日
に

は

「人
種
差
別
と
戦
争
に
反

対
す
る
緊
急
デ
モ
」
が
組
織

さ
れ
る
。
同
日
、
日
系
ア
メ

リ
カ
人
の
団
体
は
、
ア
ラ
フ

系
ア
メ
リ
カ
人
、
移
民
、
モ

ス
リ
ム
に
対
す
る
攻
撃
を
懸

念
し
、

「真
珠
湾
攻
撃
後
、

日
系
人
に
加
え
ら
れ
た
よ
う

な
不
正
を
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
の
声
明
を
発
表

し
た
。

「全
米
学
生
運
動
の平和を訴えるアラブの少年

欄

,
●

"米 軍支援法"は いやです

"

ー

L
ぐ

免

こ
の
と
こ
ろ

「テ
ロ
対
策

特
別
措
置
法
案
」
に
反
対
行

動
が
連
日
ど
こ
か
で
行
わ
れ

て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
は
、
パ

キ
ス
タ
ン
の
デ
モ
の
激
化
は

報
道
し
て
も
、
日
本
の
反
対

運
動
は
あ
ま
り
報
じ
な
い

が
、
報
復
攻
撃
は
イ
ヤ
、
米

軍
へ
の
支
援
に
疑
問
を
持
つ

人
々
が
増
え
つ
つ
け
て
い

る
。
国
会
の
周
辺
て
は
、
「戦

争
へ
の
道
を
許
さ
な
い
女
性

た
ち
の
会
」、
「日
本
山
妙
法

寺
」
の
僧
侶
た
ち
な
ど
か
毎

日
座
り
込
み
。
娼
日
は
、
高

校
生
を
代
表
と
す
る
学
生
た

ち
の
会
が

「選
挙
権
の
な
い

私
達
だ
が
ひ
と
こ
ζ
三口い
た

い
。
報
復
以
外
の
道
か
あ
る

は
ず
」
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

(写
真
)。国
会
の
事
前
承
認

で
妥
協
が
予
測
さ
れ
て
い
た

た
野
党
第

一
党
の
民
主
党

に
、
が
ん
ば
っ
て
と
要
請
。

全

国
各
地
で
「
違
憲
訴
訟
」
へ

■
■
■

観

国

盟

㍑

一一
一
ム

=

小
泉

首
相

が
、
8
月
13

日
、
内
外
の
激
し
い
反
対
を

押
し
切
っ
て
靖
国
神
社
参
拝

を
押
し
切

っ
た
こ
と
に
対

し
、
全
国
各
地
で

「違
憲
訴

訟
」
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い

る
。大
阪
、
福
岡
、
松
山
、
千

葉
な
ど
で
11
月
-
日
に
、
東

京
は
12
月
7
日
に
そ
れ
ぞ
れ

の
地
方
裁
判
所
に
提
訴
さ
れ

る
予
定
だ
が
、
仲
縄
な
ど
で

も
訴
訟
の
準
備
が
進
ん
で
い

る
。

各
地
、
独
自
に
進
め
て
い

る
。
東
京
の
場
合
は
、
小
泉

首
相
と
と
も
に
石
原
都
知
事

も
被
告
に
し
て
い
る
。

訴
え
は
、
各
地
と
も

二

宗
教
法
人
で
あ
る
靖
国
神
社

に
参
拝
を
強
行
し
た
こ
と

は
、
政
教
分
離
の
憲
法
の
規

定
に
明
確
に
違
反
し
て
お

り
、
個
人
の
信
仰
の
自
由
か

害
さ
れ
た
」
こ
と
に
対
し
、

国
家
賠
償
を
求
め
る
。

さ
ら
に
参
拝
を
2
度
と
許

さ
な
い
た
め
に
、

「将
来
に

わ
た
る
参
拝
差
し
止
め
」
を

求
め
る
と
い
っ
た
も
の
だ

が
、
地
域
に
よ
り
、
多
少
の

差
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

原
告
に
は
、
肉
親
が
靖
国

神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
遺

族
だ
け
で
な
く
、
憲
法
の
政

教
分
離
違
反
、
将
来
に
わ
た

る
差
し
止
め
と
い
う
こ
と

で
、
誰
て
も
な
れ
る
。

ま
た
、
在
日
の
、
在
韓
、

在
台
湾
、在
中
国
な
ど
の
「旧

植
民
地
軍
人
軍
属
」
も
、
原

告
に
な
れ
る
と
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
準
備
が
早
く
進

ん
で
い
た
大
阪
の
場
合
、
こ

う
し
た
外
国
在
住
の
遺
族
も

入
り
、
約
3
3
0
人
の
原
告

に
な
っ
て
お
り
、
11
月
-
日

ま
で
に
は
さ
ら
に
増
え
る
と

い
っ
て
い
る
。

問

い

合

わ

せ

東

京
11

東
京
S
D
訴
訟

の
会
面
03

・

3
2
0
5

・
7
3

6
3

大

阪

11
小

泉

首

相

靖

国

参
拝
違
憲
ア

ソ
ア
訴
訟

団
隙

6

°
6
5
6
2

・
6
9

0
5

0

エネルキ　とエレクトロ クス

E&Eの 東芝
㍗
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人 と、地 球 の、明 日のため に。
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東.芝ニグノレー プ
蒙
辮

人ひとりの 個 性 が 集 まって素敵 な社 会 をつ くるように、

東 芝 クルー プ810社(国 内555社 、海 外255社)は 、それ ぞれ の会 社 の役割 を

ト分 に活 かしなが ら、みなさまのお役 に 立ちたいと願 っています。

くらしからオフィス、そして産 業 社 会 で、映 像 と情 報 と通信 が 融 合 したマルチメティアが つくる

生 き生 きとした社 会 をめさす私 たち。

その領 域 は、情報 通信 、家電、産 業 用 ンステム、工 巧ルキー機 器 、メティカル、半導 体 、新 素 材、

痔楽 ・映 像 、各種 サ ービスなと幅 広 く、さまさまです。

クループ24万 人の 一人ひとりの 駄 ・は、この美 しい地球 環 境 と調 和 しなが ら、

安 らきの あるくらしを世 界の人々と分 か ちあうこと。

その ために、私 たちクループ 各 社 は力を合 わせて豊 かな価値 を創 造 し、

新 しい時 代 をきりひ らいていきます。

霧翻臨 豪 難

襲纏
義擁

障

 箔芳

(盤

鍵

難

.

岬

韓

難

搬.

魏

毛

轟
轍

、

謹
鵜

慨

轟
欝

津(

竃鋼

聾
べ

罵悼沖

%鍛 丼
κ
冗

篭

磁蔑垂夢

〒105-8001東 京 都 港 区芝浦1-H(東 芝 ヒルティノク)株式会社東 芝
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圏
灰

全女性国会議員 にFAXや メール を送ろう

 

い
ま
、
私
は
、
全
女
陛
国

会
議
員
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
メ

ー
ル
を
お
く
っ
て
い
ま
す
。

「戦
争
は
い
や
で
す
。
超
党

派
で
テ
ロ
対
策
特
措
法
に
反

対
し
て
く
だ
さ
い
。
身
近
に

自
衛
隊
員
か
い
ま
す
。
彼
ら

を
他
国
領
に
派
遣
す
る
法
案

に
反
対
し
て
く
だ
さ
い
。
軍

事
行
動
は
、
ア
フ
カ
ニ
ス
タ

ン
に
遺
児
を
つ
く
る
だ
け
で

な
く
、
ア
メ
リ
カ
版

"靖
国

の
遺
児
"
を
も
つ
く
り
出
し

ま
す
。
私
の
払
っ
た
税
金
を

人
殺
し
に
使
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
」と
い
っ
た
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
ど
ん
ど
ん
出
し

て
く
だ
さ
い
。
報
復
に
も
報

復
の
片
棒
を
か
つ
く
こ
と
も

い
や
と
い
う
意
思
を
示
し
ま

し
ょ
う
。
女
駐
議
員
の
リ
ス

ト
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
メ
ー
ル

の
ア
ト
レ
ス
を
知
り
た
い
方

は
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

埼
玉
県
川
口
市

む
ら
き

数
子圃
0
4
8
・
2
5
2

・
5

6
6
7
、E
メ
ー
ル

゜
7
ヨ

ロ
【傷
(U
O
一9
一)帥
簿
O
O
『5

も
う

一
つ
、
大
至
急

「力

エ
ル
の
旗
」
テ
ザ
イ
ン
募
集

中
で
す
。
9
日
、
参
院
予
算

委
員
会
テ
レ
ビ
中
継
で
大
橋

巨
泉
議
員
の

「S
h
o
W

t
h
e

f
l
a
9
」
と
い

う
言
い
回
し
の
意
味
を
知
っ

て
使

っ
た
か
と
い
う
質
問

に
、
小
泉
首
相
は

「S
h
o

W

t
h

e

f

r
o
9

(
カ
エ
ル
)」と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
私
は
瞬
間

「如
で
カ

エ
ル
」
を
連
想
し
ま
し
た
。

熱
い
湯
に
入
れ
ら
れ
る
と
カ

エ
ル
は
逃
げ
出
す
が
、
徐
々

に
熱
す
る
と
逃
げ
出
さ
ず
茄

で
カ
エ
ル
に
な
る
と
言
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
徐
々
に
戦

争
体
制
作
り
の
進
む
日
本
で

茄
で
殺
さ
れ
て
い
る
カ
エ
ル

で
は
な
い
か
ー
。
私
は
、
カ

エ
ル
の
旗
を
首
相
官
邸
の
前

に
立
て
た
い
ー

NATURALEXPO2001

今
年
は
雑
穀
で
す

ア
ト
ピ

ー
な
ど

の
代

替
食

品

次

世
代

に

つ
な

ぐ
、
食
材

に

『健
康
の
も
と
、
食
べ
て

ま
す
か

今
年
は
雑
穀
で

す
。』

健
康
自
然
食
品
を
扱

う
、
小
売
、
卸
し
、
製
造
業

醗溺
パー ト問題で

厚生労働省

 

意
見
募
集

厚
生
労
働
省
で
は
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
研
究
会
の
中

間
取
り
ま
と
め
と
、
今
後
の

検
討
の
参
考
に
す
る
た
め
、

い
ま
、

一
般
か
ら
の
意
見
を

募
集
中
だ
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
人

は
、
1
0
0
0
万

人

を

越

者
が
移
動
に
会
し
た

「N
A

T
U
R
A
」

E
X
P
O
2

0
0
1
」(主
催

・
全
日
本
健

康
自
然
食
品
協
会
)
が
、
12

日
か
ら
14
日
ま
で
、
東
京

・

新
宿
の
N
S
ビ
ル
の
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
で
開
催
、
約
70
社

の
フ
ー
ス
で
は
、
各
社
自
漫

の
商
品
が
展
示
さ
れ
、
業
界

関
係
者
は
じ
め
、
一
般
消
費

者
が
連
日
訪
れ
、
に
ぎ
わ
っ

た
。近
年
、
ア
ト
ピ
ー
な
ど
の

代
替
え
食
品
と
し
て
住
目
さ

れ
て
い
る

"雑
穀
"。利
用
が

え
、
雇
用
者
全
体
の
2
割
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特

に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の

は
、

一
般
労
働
者
と
の
賃
金

格
差
。
女
性
の
場
合
、
一
般

労
働
者
を
1
0
0
と
す
る

と
、
パ
ー
ト
は
、
66
・
9
。

一
方
企
業
は
、
厳
し
い
経
済

状
況
の
中
、
雇
用
コ
ス
ト
を

削
減
で
き
な
い
と
、
海
外
移

転
が
進
む
懸
念
も
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
研
究

会
で
は
、
パ
ー
ト
労
働
者
と

正
社
員
の
均
衡
処
遇
を
ど
う

進
め
る
か
、
フ
ル
タ
イ
ム
と

パ
ー
ト
間
を
シ
フ
ト
で
き
る

仕
組
み
な
ど
、
企
業

・
労
働

者
双
方
の
ニ
ー
ス
に
応
じ
た

柔
軟
な
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
パ
ー
ト
の
就
業
調
整
問

題
へ
の
対
応
の
3
点
を
検
討

高
ま
り
、
健
康

・
自
然
食
と

し
て
見
直
さ
れ
て
い
る

一

方
、
国
内
で
流
通
し
て
い
る

こ
の
と
こ
ろ
、"I
T
"

タ
ー
ネ

ソ
ト
」「モ

ハ
イ

雑
穀
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
が
、

(庸
報
技
術
11
同三
。
ヨ
・ー

ル
」

e
t
c
。し
か
も
、

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
現
状
。

帥ロ
。
コ

司
。。
ぎ
。
一。
σq
図
)

乗
り
遅
れ
た
ら
、
こ
の
こ

そ
の
中
で
、
国
内
の
自
給
率

と
い
う
言
葉
を
、
耳
に
し

時
世
、
渡

っ
て
い
け
な
い

向
上
運
動
が
高
ま
り
、
稲
作

な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ん
て
感
じ
て
い
ま
せ
ん

の
転
換
作
物
と
し
て
栽
培
も

こ
こ
か
ら
連
想
す
る
の
は

か
。
で
も
、
何
の
た
め
の

始
ま
っ
た
。
ま
た
、
雑
穀
の

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
「イ
ン

"I
T
"な
の
で
し
ょ
う
。

持
つ
、

"ま
ず
い
、
貧
し

鱗

い
"
イ
メ
ー
シ
を
払
拭
す
る

,つ

墾
姦
馨

一

料
理
の
研
究
も
進
み
、
消
費

?

よ

畿

灘

力

鞭
璽

懸

内
に
設
け
ら
れ
た
自
然
食
レ

ス
ト
ラ
ン
で
も
、
雑
穀
使
っ

(水
)
ま
で
。

も

郵
送
11
一T
1
0
0
1
8

た
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ

提
出
先
・
提
出
方
法

厚

9
1
6
東
京
都
千
代
田
区
霞

た
。

生
労
働
省
雇
用
均
等

・
児
童

が
関
1
-
2
-
2

旧
川

川
川

田
川

`

家
庭
局
短
時
間

・
在
宅
労
働

記
入
事
項

意
見
、
氏
名

課
題
と
し
て
い
る
。

課
宛
て
。
電
子
メ
ー
ル
ー1

年
齢
、
陛
別
、
職
業

(で
き

募

集

期

間

10
月
31
日

9
ε
涛
㊤
ロ
◎
ヨ
巨
≦

αq
o

れ
ば
、
会
社
名
、
部
署
名
、

鑛

的
業

雛
機

認

ー
繊

の
形

成
遙

目
指

墜

姦

本
来
は
、「庸
報
」
を
収
集

し
た
り
発
信
す
る
の
が
目

的
の
は
ず
。
そ
れ
が
、
い

つ
の
間
に
か
、
目
的
よ
り

も
手
段
が
ひ
と
り
歩
き
し

し
ま
す
。
女
陛
肩
報
と
は

何
か
、
研
究
機
関
、
女
性

セ

ン

タ
ー
、
N
G
O
団

体
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

か
ら
再
確
認
す
る
と
共

に
、
I
C
T

(情
報
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ソ
技
術

●

タ
エ

吻
り

.

●

欝
魏
2
の
激
轡
と

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

せ
ん
か
9

国
立
女
腔
教
育
会
館
で

は
、
11
月
17
日
qゆ
、
18
日

画
、
女
駐
と
膚
報
に
焦
点

を
あ
て
、

「女
駐
庸
報
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

剛
コ
噛O
「『轟
P
営
O
コ
㊤
コ
亀
∩
O

『=
昌
ρ
⊆
5
一〇
鋤
{一〇
昌
日
」0
0
7

コ
。
一〇
σq
k

I

T
だ

け

で

な

く

"
∩
o
∋

ヨ

⊆
含

8

置

I
o
∬

に

重

点

を

置

き
、
こ
の
用
語
を
使
っ
て

い
ま
す
)
が
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
、
考
え
る
機
会

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
を
目
指
し

て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
(蓬
)

難
"
戦
争
被
害
真
相
究
明
"法
案
提
出

10
月
12
日
、
韓
国
国
会
に

「日
帝
下
強
制
動
員
被
害
真

相
究
明
に
関
す
る
特
別
法

案
」
(発
議
者
目
ハ
ン
ナ
ラ
党

・
金
元
雄
議
員
)
が
提
出
さ

れ
た
。
日
本
で
、
日
本
が
ア
ジ
ア

太
平
洋
戦
争
中
に
行
っ
た
強

制
連
行
や
強
制
労
働
、
性
的

強
制
に
よ
る
被
害
の
実
庸
調

査
や
生
物
化
学
兵
器
の
開
発

に
よ
る
被
害
調
査
な
ど
を
国

立
国
会
図
書
館
が
行
い
、
国

会
に
報
告
す
る

「直
久
平
和

調
査
局
設
置
法
」
運
動
を
進

め
て
い
る

「戦
争
被
害
調
査

会
法
を
実
現
す
る
市
民
会

議
」
は
、
韓
国
で
法
案
提
出

運
動
を
進
め
て
き
た
団
体

「太
平
洋
戦
争
被
害
者
補
償

推
進
協
議
会
」
に
あ
て
、
お

祝
い
と
、「日
、韓
の
運
動
(法

案
)
は
、
相
補
う
性
格
を
有

し
て
い
る
と
考
え
、
強
い
連

帯
を
表
明
し
ま
す
」
の
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

∩

報 パ
ン

フ
告
書

二
十

一
世
紀
を
生
き
る

あ
な
た

の
日
本
国
憲
法

監
修

。
古
川
ひ
ろ
し

発
行
・
北
水

憲
法
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
印

刷
し
た
冊
子
は
い
ろ
い
ろ
出

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
当

に
美
し
く
素
敵
で
す
。
せ

ひ
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
、
筆
を

と
り
ま
し
た
。

正
社
員
か
パ
ー
ト
か
)、住

所
、
電
話
番
号

(匿
名
も

可
)※

「研
究
会
の
検
討
課

題
」
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ソ
に
掲
載
中
。

ど
こ
が
素
敵
か
と
言
い
ま

す
と
、
文
庫
本
の
大
き
さ
の

可
愛
い
本
に
、
ま
ず
憲
法
の

前
文
や
条
文
が
、
文
節
こ
と

に
行
を
変
え
て
印
刷
し
て
あ

り
ま
す
。
紙
面
の
余
白
が
多

く
な
り
、
ま
る
で

「詩
」
の

本
の
よ
う
な
感
じ
で
、
読
み

や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
の
一

瓢濠

融

昌

ら
2

蝿

匿

㎜
難

壇

饗
…

一肇

電

「

ア
ろ

.
"
粥
騒
勝
弾

8
机
を

潴讐

麟
L

独 立 行 政 法 人

国 立 女 性 教 育 会 館(ヌ エ ノク)
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僧0493・62・6711(代)
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女
性
情
報
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

で
す
。
難
し
い
言
葉
の
説
明

も
、
そ
の
言
葉
の
す
く
そ
ば

に

(条
文
の
下
や
次
の
ペ
ー

ジ
に
)
付
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
憲
法
の
中
の

一

番
素
敵
な
言
葉
、
条
文
が
、

吉
川
さ
ん
の
味
の
あ
る
字
で

書
か
れ
、
挿
絵
の
よ
う
に
入

っ
て
い
る
の
で
す
。
士]川
さ

ん
は
、
中
学
の
社
会
科
の
先

生
で
す
が
美
術
家
で
も
あ
り

ま
す
。
憲
法
を
愛
す
る
あ
な
た
、

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と

い
う
あ
な
た
、
せ
ひ

一
読

を
ー(東
京
都
豊
島
区

太
田

圭
子
)
本
体
11
5
0
0
円

問
い

合
わ
せ

北
水
0
03
・
3
2

ρ0
4

●
4
ハ0
0
4

私

の

カ

ル
テ

あ
け
ぼ
の
会
・
発
行

母
子
手
帳
の
よ
う
な
サ
イ

ス
で
、
母
子
手
帳
と
同
じ
考

〉ヒ

麟
」

 

え
方
で
、
乳
カ
ン
体
験
者

が
、
患
者
と
し
て
知
っ
て
お

き
た
い
こ
と
、
知
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
デ
ー
タ
を
、
自

分
で
書
き
込
む

「カ
ル
テ
」。

冶
療
や
検
査
を
受
け
る
た

び
、
そ
の
都
度
、
内
容
や
結

果
を
書
き
込
む
、
そ
の
習
慣

が
大
切
と
い
う
考
え
か
ら
生

ま
れ
た
。

「こ
の
手
帳
を
上

手
に
利
用
し
て
賢
い
患
者
に

な
っ
て
」
と
あ
け
ぼ
の
会
で

は
言
っ
て
い
る
。
用
語
説
明

も
付
い
て
い
る
。

3
0
0
円
、
送
料
1
4
0

円
。
代
金
は
切
手
で
。
〒
1

6
3
1
0
0
4
3
東

京

都

目
黒
区
東
山
3
1
1
1
4

1
7
0
1
あ
け
ぼ
の
会
。

10

月

21

日
働

◆
U
J
l
あ
さ
ぎ
り
フ
エ
ス

テ
ィ
バ
ル
2
0
0
1

「女
性
の

表
現
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

10
時

宇
治
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
i

V

o
l
c
e

o
f

P

e
a
c
e
の

コ
ス
ペ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
、
自
由
な
感
駐

で
優
れ
た
表
現
活
動
を
続
け
て

い
る
女
性
た
ち
の
フ

ェ
ス
テ
ィ

ハ
ル

無
料

主
催

・
問
合
せ

宇
治
市

・
男
女
共
同
参
画
課

君
0
7
7
4

・
20

・
8

7
6

9
、
噸
0
7
7
4

・
20

・
8
7

7
8

10

月

23

日
㈹

◆

「核
の
再
処
理
と
小
児
白

血
病
」
フ
ラ
ン
ス
の

「恐
れ
る

母
た
ち
」
に
聞
く

18
時
30
分

文
京
シ
ピ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
26
F
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

(
地

・
後
楽
園
駅
1
分
)
▽
25

日
困
18
時
30
分

弘
前
市
民
会

館
▽
26
口
團
18
時
30
分

青
森

市
又
化
会
館
▽
27
日
0ゆ
14
時

む
つ
市
ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
▽
31

日
㈲
13
時

ラ
フ
ィ
ー
ネ
郡
山

他

要
申
込
み

ク
リ
ー
ン
ピ

ー
ス

・
ソ
ヤ
パ
ン
低
03

・
5
3

3
∩6
●
Q
)8
0
∩
)

10

月

24

日
㈱

◆
暴
力
と
ア
ミ
テ

ィ
～
暴
力

か
ら
の
回
復
を
め
ざ
し
て

18
時
30
分

北
の
丸
科
学
技

術
館
サ
イ
エ
ン
ス
ホ
ー
ル

(地

・
竹
橋
駅
出
口
B
1
)

※
ア

ミ
テ
ィ

(
米
国

・
犯
罪
者
の
社

会
復
帰
施
設
)

飯
室
勉

(薬

物
依
存
者
リ

ハ
ビ
リ
組
織

「
タ

ル
ク
」
)、
山
口
由
美
子

(佐
賀

ハ
ス
ソ
ヤ
ッ
ク
事
件
被
害
者
)
、

多
田
元

(
弁
護
士
)
、市
場
恵
子

(
C
A
P
岡
山
連
絡
会
)

1

0
0
0
円

主
催

・
ア
ミ
テ
ィ

を
学
ぶ
会

連
絡

山
下
君
0

4
2

・
9
4
7

●
0
7
5
0

◆
テ

ロ
と
報
復
戦
争
の
連
鎖

を
断
ち
切
ろ
う

自
衛
隊

"戦

場
テ
ヒ
ュ
ー
"
を
と
め
ろ
ー

18
時
30
分

文
京
シ
ヒ
ノ
ク

セ
ン
タ
ー
B
2

(
地

・
後
楽
園

駅
1
分
)

6
0
0
円

問
A
口

せ

国
連

・
憲
法
問
題
研
究
会

面
03

・
3
2
6
4

・
4
1
9
5

10

月

25

日
㈱

◆

ン
エ
ン
タ
ー
セ
ン

ソ
テ
ィ

ヒ
テ

ィ

・
ワ
ー
ク

ン
ヨ
ッ
プ

(性
差
別
に
敏
感
に
な
る
た
め

に

)
18
時
30
分

南
部
労
政
会
館

(
J
R

・
大
崎
駅
東
口
)

丹

羽
雅
代

問
A
口
せ

女
性
ユ
ニ

オ
ン
東
京

面
03

・
5
3
5
2

・

6
6
3
0
、
冊
03

・
3
3
2
0

・
8
0
9
Q
J

◆
l
M
A
D
R
反
人
種
主
義

・
差
別
撤
廃
世
界
会
議
報
告
会

門
地

・
ン
エ
ン
タ
ー
が
ど
う

話
し
合
わ
れ
た
か
つ

そ
の
時

N
G
O
は
つ

18
時
30
分

松
本
治

一
郎
記

念

会

館

(
地

・
六

本

木

駅
8

分
)

武
者
小
路
公
秀

(
国
際

政
治
学
者
)
他

5
0
0
円

問
合
せ

反
差
別
国

際
運
動

(
I
M
A
D
R
)
冠
&
圃
03

・

3
5
6
8

・
7
7
0
9

◆
在
外
被
爆
者
に
も
被
爆
者

援
護
法
の
適
用
を
ー

18
時
30
分

星
稜
会
館

(地

・
永
田
町
6
番
出
口
)

被
爆

者
援
護
法
訴
訟
原
告

・
郭
貴
勲

さ
ん
を
囲
ん
で

5
0
0
円

主
催

戦
後
補
償
実
現
ー
日
本

11
南
北
コ
リ
ア

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

連
絡

有
光
君
03

・
3
2

0
0
7

・
0
2
1
7
・

10

月

26

日
㈹

◆
講
演
と
討
論
会

「米
国
の

報
復
戦
争
と
日
本
の
対
応
」

18
時

総
評
会
館

(地
・
新

御
茶
ノ
水
駅
B
3
出
口
)

講

師

進
藤

榮

一

(
筑
彼

大
教

授
)
、藤
田
進

(
東
京
外
語
大
教

授
)
他

1
0
0
0
円

連
絡

自
主

・
平
和

・
民
主
の
た
め

の
広
範
囲
な
国
民
連
合

・
東
京

憾
03

・
3
2
3
4

・
3
6
9
0

◆
人
並
み
の
人
生
送
ら
な
き

ゃ
タ
メ
つ

18
時
30
分

目
黒
区
女
性
情

報

セ
ン
タ

ー

(
中
目

黒
駅
10

分
)

講
師

神
長
垣

一
(
「だ

め
連
」
)

無
料

申
込
み

同

セ
ン
タ
ー
低
03

・
5
7
2
1

・

8
FO
7
・0

◆
拷
問
廃
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ペ
ル
ー

・
ス
ピ
ー
キ
ン
ク
ッ

ア
ー
講
演
会

(
フ

ソ
モ
リ
政
権

に
家
族
を
殺
さ
れ
た
女
性
の
証

言
)13

時
30
分

文
京
区
民
セ
ン

タ
ー

(地

・
春
日
駅
す
く
)

ロ
サ

・
ロ
ハ
ス

(
家
族
を
殺
さ

れ
た
女
駐
)
、グ
ロ
ー
リ
ア

・
カ

ノ

(
弁
護
士
)

1
0
0
0
円

連
絡

ア
ム
ネ
ス
テ

ィ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
憾
03

●
3
2
0
3

・
1
0
5
0

◆
第
13
回
東
京
高
齢
者
大
会

-
老
い
も
若
き
も
安
心
し
て
く

ら
せ
る
東
京
を
ー

13
時

中
央
区
立
中
央
会
館

ホ
ー
ル

(
地

・
新
富
町
駅
)

記
念
講
演

「郡
上

一
揆
と
私
た

ち
の
21
世
紀
」
神
山
征
二
郎
(映

画
監
督
)
、分
科
会
報
告
他

協

力
券
5
0
0
円

問
合
せ

東

京
高
齢
期
運
動
連
絡
会
憾
03

・

3
3
8
4

・
7
2
1
8

◆
知
ろ
う
ー
感
し
よ
う
D
V

ワ
ー
ク
シ
ョ
ノ
ブ

ー3
時
30
分

川
崎
市
産
業
振

興
会
館

(
川
崎
駅
西
口
8
分
)

豊
中
駅
す
く
)

「豊
中
市
の

実

態
と
行
政

の
取
組

・
課

題

は
」
武
井
順
子

(
豊
中
市
女
性

政
策
課
長
)

5
0
0
円

申

込
み

・
問
合
せ

面
&
岡

06

・

6
8
4
1

●
6
5
5
0

◆
自
分
の
中
の
性
役
割

へ
の

と
ら
わ
れ
に
気
づ
く

10
時

12
月
22
日
ま
で
全
4

回

鶴
見
区
潮
田
地
区
セ
ン
タ

ー
他

「
思
い
を
話
そ
う
」
「
〈

お
し
ら
せ

囑

◎

D
V

っ
て
何
9

展
示
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
シ
ア
タ
ー

無
料

※
事
前
申
込
み

問
合
せ

川

崎
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

憾
0
4
4

・
8
1
3

・
0
8
0

8
、
畷
0
4
4

・
8
1
3

・
0

8
6
引
◆
D
V
防
止
法
を
地
域
に
活

か
す
た
め
に

14
時

す
て

っ
ぷ

(
阪
急

・

新
世
紀
〉
ソ
ェ
ン
タ
ー
フ
リ
ー

授
業
」
蔦
森
樹
他

1
0
0
0

円

(
全
回
)

申
込
み

・
問
合

せ

山
本
唇
0
4
5

・
5
8
1

●
8
ρ0
(U
(∪

◆
脳
死

・
臓
器
移
植
に
反
対

す
る
市
民
連
続
講
座

14
時

豊
島
区
立
勤
労
福
祉

会
館

(他
袋
駅
西
ロ
ー0
分
)

「
進
む
生
命
操
作
と
報
道
」
野

中
博
史

(
秋
草
短
大
教
授
)

問
△口
せ

川
見
"
&
棚
03

・
5

6
2
4

.
6
0
6
4

10

月

28

日
側

◆
ア
カ
テ
ミ
ッ
ク

・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
な
く
す
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
設
立
記
念
講
演
会

13
時
30
分

ド
ー
ン
セ
ン
タ

ー

(
地

・
天
満
橋
駅
5
分
)

「
筑
波
大

『論
文
盗
用
事
件
』

に
遭
遇
し
て
」
大
久
保
由
紀
子

(
日

本
A
P
L
協

会

理

事
)
、

「
ア
カ

・
パ
ラ
訴
訟
を
担
当
し

て
」
渡
辺
和
恵

(
弁
護
士
)

無
料

主
催

ア
カ

ハ
ラ
を
な

く
す
N
P
O
設
立
準
備
会
慰
&

圃
06

・
6
3
5
3

・
3
3
6
4

◆
講
演
会
と
ワ
ー
ク
シ

ョ
ソ

プ

「お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、

あ
な
た
は
何
に
し
ば
ら
れ
て
い

ま
す
か
?
」

13
時
30
分

川
崎
市
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー

・
す
く
ら
む

21

(
武
蔵
溝
ノ
ロ
駅
10
分
)

青
木
悦

(
ソ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
)
、

坂
本
鉄
平

申
込
み

・
問
合
せ

同
セ
ン
タ
ー
冠
0
4
4

°
8

1
0σ
●
0
8
0
8

10

月

30

日
㈹

◆
な
く
そ
う
ー
女
性

へ
の
暴

力
10
時
、
11
月
6
日
σ℃
10
時

足
立
区
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
・

L
ソ
フ
ィ
ア

講
師

戒
能
民

江

(お
茶
の
水
女
子
大
教
授
)

無
料

申
込
み

同
セ
ン
タ

ー

君
03

・
3

8
8
?

5
2

2

2
◆
水
俣
セ
ミ
ナ
ー

・
哲
学
者

の
語
る
水
俣
病
と
今

19
時

環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
オ
フ
ィ
ス

(
地

・
表
参
道

駅
10
分
)

1
0
0
0
円

主

催

水
俣
フ
ォ
ー
ラ
ム
僧
03

・

5
4
8
5

●
6
1
0
7

◆
物
価
問
題
講
演
会

14
時

生

活
情

報
ぷ

ら
ざ

(
地

・
天
満
橋
駅
、
O
M
M
ヒ

ル
ー
F
)

無
料

申
込
み

関
西
消
費
者
協
会
憾
06

・
6
9

4
rD
●
1
1
0
0

11

月

2

日

金

◆
中
学
校
教
科
書
の

ソ
ェ
ン

タ
ー
チ

ェ
ノ
ク

ー8
時
30
分

高
槻
市
立
総
合

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

(
J
R

・

高
槻
駅
南
す
く
)

5
0
0
円

主
催

高
槻

ソ
ェ
ン
タ
ー
研

究
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク

連
絡

冨

田
憾
0
7
2
6

・
81

・
1
3
7

2

◆
東
チ
モ
ー
ル
の
現
状
と
日

本
の
関
わ
り

18
時
30
分

文
京
区
民
セ
ン

タ
ー

(
地

・
春
日
駅
1
分
)

講
師

益
岡
賢

(東
京

・
東
チ

モ
ー
ル
協
会
)

7
0
0
円

問
合
せ

金
曜
連
続
講
座
低
03

●
3
2
2
1

の
4
6
6
8

11

月

3

日

土

◆
卜
ー
ク
&
卜
ー
ク

「
子
と

も
た
ち
、
若
者
た
ち
は
な
せ
生

き
づ
ら
い
つ
～
い
ま
大
人
に
て

き
る
こ
と
」

13
時
30
分

横
浜
女
性
フ
ォ

ー

ラ

ム

(
J
R

・
戸

塚

駅
5

分
)

青
木
悦

(
ソ
ヤ
ー
ナ
リ

ス
ト
)
、
八
巻
香
織

(
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
)

1
0
0
0
円

申
込

み

・
問
合
せ

同
所
慰
0
4
5

・
8
6
2

・
5
0
5
2
、
騨
0

4
5

・
8
6
2

●
3
1
0
1

◆
11

・
3
憲
法
集
会

13
時
30
分

文
京
区
民
セ
ン

タ
ー

(
地

・
春
日
駅
1
分
)

講
債

新
崎
盛
暉
、
読
み
上
げ

リ
レ
ー

「私
と
憲
法
」、
国
会
憲

法
調
査
会
報
告
他

5
0
0
円

主
催

同
実
行
委

連
絡

許
す
な
ー
憲
法
改
悪

・
市
民
連

絡
会
低
03

・
3
2
2
1

・
4
6

ハ0
8

◆
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー

秋
の
フ

エ
ス
テ
ィ
ハ
ル
2
0
0

9
時
30
分
、
4
日
働
ま
で

か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー

(
任

の
島
)

10
時

か
な
が
わ
女

性
会
議

「地
域
も
家
庭
も

〃
ら

し
さ
"
を

超
え

て
、
子
育

て

を
ー
」
、13
時
30
分

江
の
島
会

議

「地
域
を

つ
く
る
市
民
活
動

～
女
も
男
も
地
域
か
ら
ス
タ
ー

ト
」
、市
民
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
椙
談
、

バ
ザ
ー
他

問

合
せ

同
セ
ン
タ
ー
低
0
4
6

6

°
7

°
2
1
1
8

　
◆
地
方
か
ら
の
平
和
外
交
～

そ
の
可
能
性
を
探
る

13
時
30
分

ヴ

ェ
ル
ク
横
須

賀

(京
急

・
横
須
賀
中
央
駅
)

5
0
0
円

主
催

か
な
が

わ
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

低
0
4
5

・
2
3
1

。
2
4
7
9

「お
し
ら
せ
」
は
、
連
絡

先
の
住
所
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ソ
ク
ス
03
・
3
3
4

8

・
1
8
9
0
、
ま
た
は

郵
送
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。

編
集
部

鎌

麟

鎌

難
ル だ ウ　 　
を　 ニほ

灘.
'藻繊簸 ・

雛難

難
雛馨

霊
鐘

藩

離
照

粥
盈
盗
峯
苓
欄
躬ぎ

冨

灘
霧
醐

　

・
,
灘

灘

獄

繊

4

舞

灘

鞭

雛

馨

霧

も

が
タ

麟
鍛

鱗

丁、難

鎌
・雛

、
・

灘

撚
.
灘

灘

灘
蟹
灘

纏

.謡

叢
饗

.

.

雛
蟻
懸

鑛
聾

其

㌣
博

霊

琴 鼎 ぎ儲 写'
/潮 γ 巾

難鞭 難
灘 懸 羅z難 嬢

解 宮

苫 蓑 靴"達κ

丼 κ 輔

纏鑛難鶴鑛鰭 禰灘驚
難 難霧冊Z蹴

 

"
μ

沖/

y

ぐ

〆

ヴ
冥

脳

。

討
年卍

離

呂

那蕪
憩

試"

澤
ウ

～

呂

灘擁
寓

ぎ
κ繋

辮

功

駿

冨

瓦

蹴

纒辮
灘
灘
灘

嚢

酬考灘

灘

蕎
鍵

.灘
難
灘
騰
霧

叢

・

z

薄

瑠

・

・

詞

冗

棘
年

ヴ

ぢ

う

ポ

タ

Z

沼

ヱ

き

ウ

イ

ガ

ス

ヨ

お

ド

　

が

　
れ

が

z

鰯

・

聯
欝

灘

灘

蒸

Z

`X

苫琴 同

 

苫
X
X

剃

弼

"

ガ

年

究

Z

Z

冗 ∫

%

総x賊

難灘

 

κ

冥

潤

∬

κ

κ

試

置

冨

霧灘
、懸
灘

盟
灘

霧

・

鑓
襲

難
.繰

麟
灘
,
、

灘

灘

擶

鑛

撚

搬

酷

博

韓

へ

き
ゅ

藻
難

・

難

雛

騨

灘

鵜

.
鍵

侃

難
葉

簿

唖

κ

告

亭

濡

」μA'占bノ フ

 

†

灘灘 難
総籔雛 繊灘 繋灘 灘1懸 .

難響舞撚難 灘 難灘 難 糞灘凌や

1灘 難灘 雛
飲 酒 は20歳 を 過 き て か ら ・量7…"'8e陛 ・脳 ・脱 敦遁瞭"

史

灘 鞍.
携 げ会孕 一爾イ/タ ネ



画
」
の
内
容
の
検
証

、「
Ｄ

Ｖ
防
止
法
」
の
成
立

、「
少

子
化
」「
不
安
定
雇
用
」
な

ど

、
女
性
の
暮
ら
し
や
労

働

を
め
ぐ
る
厳
し
い
状
況

に
力
を
入
れ
て

書
い
て
い

る

。
資
料
（
「
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
≒

第
8
8回
Ｉ

Ｌ
Ｏ
総
会
で
採
択
さ
れ
た

条
約

、
勧
告
」
な
ど
）
、
統

計

、
年
表
も
充
実
。
（

発

行
ほ
る
ぷ
出
版
　

本
体
3

0
0
0

円
）

（ ４ ）○月 ２ ０日 （ニヒ8窖日 ）2001 年1j Ｘ　t!1Ξ　Γ｡ ユ　ー ス(第3種郵便物認可)３ ０ ９ 号第1

買い物袋
持参して

市

民

の

ア

イ

デ

ィ

ア

が

実

現

埼
玉
県
狭
山
市
で
日
本
”
初
”
の
試
み

い
圭

、
埼
玉
県

狭
山
市
で

は

、
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

『
Ｈ

月
２

日
は
ノ
ー
レ
ジ
袋

デ
ー
。
お
店
か
ら
の
提
供
は

あ
り
ま
せ
ん

。
お
買
い

物
袋

ご
持

参

に

ご
協

力

く

だ

さ

い
』
と
い

う
ポ
ス

タ
ー
が
貼

ら

れ
て

い

る
。
狭

山

市

で

は

、
地
球
環

境
を
、
行
政
と

市
民
と
で

真
剣
に

考
え
る
取

り

組
み
と
し
て

、
1
1
1
1

月
２
日

を

、
店
か
ら
レ

ジ
袋
を
提
供

し
な
い
日
に

決
め
た

。
年
に

Ｉ
度

、
地

球
環
境
を
考
え
、

市

全
体
で

ゴ
ミ

減
量
に

取
り

組
も

う
と
い

う
も
の
で

、
日

本
で

初
め
て

の
取
り
組
み

。

ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
た
市
民

は
、
「
ド

キ

ド

キ

し

な

が

ら
」
こ
の
日
を
待

っ
て
い
る

と
か
。

こ

の
ア
イ
デ
ィ
ア
は

、
３

年
前
、
市
と
市
民
と
の
会

合

「
ゴ
ミ
減
量
化
推
進
会
議
」

の
席
上
生
ま
れ
た

。
市
民

側

委
員
が
、
ふ
と
も
ら
し
た
言

葉
「
１

日
く
ら
い
レ
ジ

袋
の

な
い

日

が

あ

っ
て

も
大

丈

夫
。
市
内
の
お
店
全
部
で
や

っ
て

み
た
ら
？
」
。
「
そ
ん

な

の

、
実
現
不
可
能
！
」
と

殆

ど
の
委
員
が
言
う
中
で

、「
や

っ
て

み
よ
う
よ
」
と
少
数
派

が
が
ん
ば
り
、
市
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト

を
と
る
こ
と
に

。
す

る
と
ら

な
ん
と

、
商
店
の
９

割
、
市
民
の
８

割
が
賛
成

。

市

民
発
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
実

施
の

運
び
に
。

た
っ
た
１
日

と
バ
カ
に
す

る

な
か

れ
。
狭
山
市
の
人

口

1
6万
２

千
人
。
市
内
で

１
年

間
に

使
わ
れ
る
プ
ラ
ス

テ

ィ

ッ
ク
の
レ

ジ
袋
は
約
3
5
0

0
万

枚
、
２
４
５

ト
ン

。
こ

れ
を
３
６
５
で

割

っ
て

く
だ

さ
い

。
た
っ
た
１

日
の

ゼ
ロ

と
し
て

も
、
大
し
た
数
量
と

い

う
こ

と
が
お
わ
か
り
で
し

ょ
う
？
成
功
し

た
ら

、
半
年
に
１

回
、
月
に
Ｉ

回
と
ノ
ー
レ

ジ

袋
の
日

を
増
や
し
て
い
き
た

い

と
い

う
。

示

さ
な
市
の
ふ
さ
な
取

り

組
み
で

す
が

、
地
球
環

境

を
考
え
る
第
１

歩
」
と

、
「
ゴ

ミ

減
量
推
進
会
議
」
の
メ
ン

バ
ー
は
言
っ
て

い
る

。

死

後
7
0年

を

経

て

、
い

ま

、
注
目

を
あ
つ

め
て

い
る

詩
人
・

金
子
み

す
ず
。
今
年

は

、
舞
台
、
テ
レ

ビ
ド
ラ

マ

と
「
み

す
ず
ブ
ー
ム
」
だ
っ

た

が
、
映
画
『
み

す
ず
』
が

1
0月
2
7日

か
ら
ロ
ー
ド
シ
ョ

ー
さ
れ
る
。

な
ん

と

も

美
し

い

映

画

だ
。
あ

く

ま
で

言

葉

少

な

く
、
悲
し
み

を
抑
制
し
た
み

す
ず
の
風

情
が
た
め
息
を
つ

く
よ

う
に

美
し

い
。

み

す

ず
（

本

名

テ

也

は

、
1
9
2
3

年（

大
正
1
2）

山

口
県

仙
畸
に

生
ま
れ
女
学

校
卒
業
後
、
伯
父
で

あ
り
毋

の
再

婚
相
手
の
下

関
の
書
店

「みすず」27日公開映画

主
・
上
山
の

家
に
住
み

、
み

す

ず
の

ペ
ン
ネ

ー
ム
で

童
謡

詩
を
書

き
、
西

条
八
十
に
認

め
ら
れ

る
。
い

と
こ

に
愛
さ

れ
る

が
彼
は

実
の
弟
、
許
さ

れ
ぬ

恋
だ
っ
た

。

結
婚
し

、
娘
を
生
む
が

、

夫
の
放

蕩
で

病
気
を
う
つ
さ

れ

、
夫
に

詩
作
も
手
紙
を
書

く
こ
と

も
禁
じ
ら
れ
る

。
離

婚

。
1
9
3
0

年
、
2
6歳
で

自

殺

。
死

後
、
作

品

は

散

逸
、
忘

れ
ら

れ
て
い

た

が
、

死
後
半

世
紀
た
っ
た
昭
和
5
0

年
代
に

、
遺
稿
集
が
発
掘
さ

れ

、
関

心

を

集

め

は

じ

め

た

。イ
ワ

シ
の
大

漁
を
描
き
な

ら
私

、
み
ん

な
ち

が
っ
て

、

み
ん

な
い
い
』
と

、
多
様
性

が
称

揚
さ
れ
る
現
代
の

感
覚

そ
の
圭

ま
と
い

っ
た

詩
。
こ

ん
な

、
み

す
ず
の
世

界
が
ど

こ

か

ら

生

ま

れ
て

き

た

の

か

。
家
庭
の

環
境
は

ま
こ

と

に
複
雑
で

、
結
局
は

、
そ
れ

が
意
に

そ
ま

ぬ
結
婚
の

悲
劇

を
生
む

が
、
説
明
は

殆
ど
な

く

、
せ
り
ふ

も
少
な
く
、
金

子
み

す
ず
の

生
涯
に

詳
し

く

な
い
人
に
は

、
よ

く
意
味
が

通
じ
な
い
か

も
し
れ

な
い
。

そ
の
分

、
み

す
ず
が
生
き
た

時
代

、
情
感
が
た

だ
よ

う
。

監

督
は
五
十

嵐
匠

、
脚
本

萩
田

芳

久

、
撮

影

芹

沢

明

子

。み

す

ず
凵
田

中

美

里
、

い

と

こ
（

弟
）
正

祐
日
加

瀬

亮
、
夫
・
葛

原
口

寺

島

進
、
上

山
松

蔵
日
中

村
嘉
葎

雄
、
母
ミ
チ

川
永
島
瑛
子

ロ

ー
ド
シ
ョ
ー
、
1
0月
2
7

日
か
ら

、
銀
座
・
シ
ネ
ラ
セ

ッ
ト

。
池
袋
・

新
文

芸
坐
。

当
日

料
金
1
5
0
0

円
。

④

1
9
7
1

年
「
塩
業
近
代

化
臨
時
措
置
法
」
が
国
会
を

通
り
、
2
6力
所
の

塩
田

は
す
べ
て
な
く
な
り
、

日
本
の
塩
は
イ

オ
ン

交

換
膜
透
析
法
に
よ

る
化

学
工

業
製
塩
に
代
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

海
水
槽
の
中
に
石
油

系
の
樹
脂
膜
を
入

れ
電

気
を
流
し

、
ナ
ト
リ
ウ

ム
イ
オ
ン
と
塩
素
イ
オ

ン
を
分
離
し
て

集
め
、

塩
水
を
濃
縮
し

製
塩
す

る
方
法
で

す
。
製
造
コ

ス
ト
の

低
下
、
大
量
生

産
が
可
能
。
ニ
ガ
け
が
殆
ど

入
ら
な
い
高
純
度
の
サ
ラ
サ

ラ
の
塩
で

、
袋
詰
め
や
計
量

の
ス
ピ
ー
ド
ア

″
プ
で
生
産

効
率
が
よ
い
等
が
イ
オ
ン
塩

に
す
る
理
由
で
し
た
。

当
時
、
高
度
経
済
成
長
期

で
、
海
岸
の
土
地
を
工
業
用

地
に
し
た
い
と
い
う
企
業
が

多
か
っ
た
こ
と
も
、
背
景
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
驚
い
た
の
は
消
費

者
で
す
。
日
本
で

は
、
塩
は

化
に
力
を
注
い
で

き
た
。
最

近
で

は

、
適

合
性

評
価
手
法

（
素
材

、
調
理
法

、
各
国
料

理
の
特
性
と
ス
パ
イ
ス
の

組

み
合
わ
せ
か
ら

、
ス

パ
イ
ス

を
統
計
解
析
し

、
プ
ロ
が
ス

パ

イ

ス

を

使

う

時

の
コ

ツ

を

、
理
論
で

裏
付
け

た
）
を

提
案

、
国
内
外
で

注
目
さ
れ

て

い
る

。

本
書
で
は

、
（

Ｉ

プ
と
ス

パ
イ
ス
の
違
い

、
ス

パ
イ
ス

の
特
性

、
そ
し
て

、
8
0種
の

ス
パ
イ
ス
の

基
礎
知
識
、
成

分

、
香
味
特
徴

、
賦
香
・
辛

味
・
着
色
・

矯
臭

作
用

な
ど

著
者
の
持
論

を
ベ
ー
ス
に

、

明
治
3
8年
以
来
専
売
制
で
、

国
の
大

き
な
収
入

源
と

な

り
、
戦
後
、
1
9
4
9

年
に

専
売
公

社
に
な

っ
て

か
ら

も
、
専
売
は
続
い
て
い
ま
し

た
。
イ
オ
ン
化
学
塩
が
い
や

だ
と
思
っ
て
も
、
こ
れ
を
食

べ
る
し
か
な
い
の
で

す
。

愛
媛
県
の
消
費
者
を

反対イオン化学塩に
中

心
に

、
「
塩
の

品

質

を
守

る
会

」
を

結
成

、

運
動

を
始

め
ま
し

た

。

「
食

べ
物

は
自

然
に

近

い
ほ

う

が
よ
い

。
イ

オ

ン
塩

は
化

学
薬
品

の
よ

う
で

問
題

。
安

全
性
も

確

か

め

ら

れ

て

い

な

い

。
生
命

維
持
に

関

わ

る
基

本
食

料
の

選
択
の

自
由

を

奪
う
の

は
基

本

的

人

権

の

侵

害
で

あ

る
」

と
主

張

、
当
時

ま

だ
残
っ
て
い
た
「
愛
媛
県
伯

方
（
は
か
た
）
島
の
塩
田
を

残
し
て
」
と
訴
え
ま
し
た
。

提 伯 方 塩 業 株 式 会 社

供E-mail
 info@hakatanoshio.co.jp

htlp:yyｗｗｗ.hakatanoshio.ｃｏ･jp

ス

パ
イ
ス

を
科
学
し

な
が
ら

も

、
い
つ
加
え
た

ら
い
い

の

か

、
定
番
以
外
の

使
い

方
な

ど

、
実
際
の
調
理
に

役
立
つ

料

理

適

性

や
、
タ

イ

ミ

ン

グ

、
栽
培
法
や

、
古
来
か

ら

の
言
い
伝
え

な
ど
の
エ

ピ
ソ

ー

ド

な

ど

も

満

載

。
ま

さ

に

、
ス

パ

イ

ス

一

筋
3
0年

の

、
著
者
の
キ

ャ
リ
ア

が
編

み

出
し

た

一

冊

と

言

え

よ

う

。
専
門
家
は
も
ち

ろ
ん
の

こ
と

、
ス
パ
イ
ス
に

興
味
あ

る
人
は

、
ぜ
ひ
手
に

取
っ
て

も
ら
い
た
い

。

（
フ
レ

グ
ラ
ン
ス

ジ
ャ
ー
ナ

ル

社
　

本
体
2
8
0
0

円

）

女
性
の
視
点
で
描
く

「
女
性
監
督
映
画
の
全
貌
」

『
女
性
監

督
映
画
の

全

貌
』
と
い

う
本
が
出

版
さ

れ
た
（

パ
ド

ー
ウ
ィ
メ
ン

ズ

ー
オ

フ

ィ

ス

発

行
）
。

嶇

貌

”
と
い

う
名
に
ふ

さ
わ
し
い
Ｂ
５
判
５
６
６

ペ
ー
ジ
の
大
作
で

あ
る

。

男
世
界
の

産
業
と
し
て

発
達
し
て
き
た

映
画

。
日

本
で
公

開
さ
れ
た
女

性
監

督
の
外
国
映
画

は
1
9
4

5
年
か
ら
8
0
年
ま
で
の
3
5

年
間
に
た

っ
た
4
8
本
だ
っ

た
。
そ
れ
が
8
1年
か
ら
9
0

年
に
は
１
３
５

本

、
9
1年

か
ら
2
0
0
0

年
で
は
２

７
０

本
と
増
え

、
い
ま

、

世
界
に

女
性
監
督
は
8
0

0
0

人

い

る

と

言

わ

れ

る
。
日

本
映
画
で

も

、
こ

こ

数
年
女
性
監
督
の
活
躍

が
目
立
っ
て
い

る
が

、
ま

だ
ま
だ
少
数
派
だ

。

第
１

章
「
世
界
の
女
性

映
画
監
督
」
は
世
界
4
6力

国
の

女
性
監
督
の
状
況
を

紹
介
（

執
筆
・
吉
田
真
由

美
、
林
冬
子
、
松
本
侑
壬

子
）
。
第
２

章
「
女
性
映
画

祭
」
は
、
東
京
国
際
映
画

祭
の

協
賛
企
画
と
し
て
8
5

年
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る

「
国
際
女
性

映
画
週
凹

に
つ
い
て

座
談
会
（

高
野

悦
子

、大
竹
洋
子
示

藤
田

女

性

が

動

か

す

新

世

紀

テ

ー

マ

「
女
性
白
書
2
0
0
1

」

日
本
婦
人
団
体

連
合
会
・
編

2
1世
紀
の
最
初
の

年
と

し
て

「
女
性

が
動
か

す
新

世
紀
」
を
テ

ー
マ
と
し

、

千

栄

子

）

。

第

３

章

「

作

品

紹

介

、

監

督

リ

ス

ト

」

は

、

日

本

で

劇

場

公

開

さ

れ

た

女

性

監

督

の

全

作

品

５

１

４

本

を

、

写

真

を

交

え

て

紹

介

。

国

際

女

性

映

画

週

間

等

、

女

性

映

画

祭

で

上

映

さ

れ

た

、

全

女

性

監

督

一
ａ

‥
‥
口

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

‥
‥
‥

‥
‥
‥
２

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

昨

年

の

２

つ

の

国

際

的

取

り

組

み

・

１

６

０

力

国

の

女

性

を

結

集

し

た

「

世

界

女

性

行

進

」

と

日

本

軍

「

慰

安

婦

」

制

度

を

裁

い

た

「

女

性

国

際

戦

犯

法

廷

」

を

、

女

性

の

手

で
2
1

世

紀

の

扉

を

開

く

行

動

で

あ

っ

た

と

し

て

い

る

。

ほ

か

に

、

昨

年

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

で

開

か

れ

た

「

女

性

2
0
0
0

年

会

議

」

の

「

成

果

文

書

」

「

基

本

計

作
品

を

解

説

付

き

で

紹

介
。女

性
の
視
点
で

、
女
性

た
ち

が
描
い
た
女
性
監
督

映
画
の
物
語
で
あ
り
、「
大

辞
典
」
の
趣
も

あ
る

。（
発

売
・
教
育
史
料
出
版
会

本
体
3
8
0
0

円
）

「

う

た

の

旅

」

岡
田
京
子
・
著

こ
の

『
う
た
の
旅

』
は

吟
行
で

は
な
く
て

、
舞
台

音
薬
に
3
0年

間
関
わ

っ
た

作
曲
家
の
著
者

が
、
全
国

各
地
か
ら
の

求
め
に
こ
た

え
て

作

っ
た
曲

を
、
当
地

き
る
と

、
著
者
は
「
人
に

会
い
た
く
て

、
い
っ
し

。

に
歌
い
た
く
て

」
現
地
で

開
か
れ
る
「
歌
の
会
」
に

赴
く

。
こ
う
し
て

月
に
数

回

、
沖
縄
か
ら
北
海

道
ま

で

、
音
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

が
広

が
っ
て

1
0年
に
な
る
と
い

う
。

本
書
に
収
め
ら
れ
た
の

は

、
1
9
9
9

年
か
ら
約

１
年
半
の
記
録

だ
が
、
出

会
っ
た
人
の
こ
と

、
生
命

科
学
の

話
、
環
境
論
な
ど

も
語
ら

れ
る

。
冒
頭
に
記

さ
れ
た
「
め
だ
か
大
学
」

に
限
ら
れ

ず
、
歌
の
会
は

音
楽

塾
の
お
も
む
き

が
あ

る

。
著

者

が

心

を

奪

わ

れ

た

詩

は

、
ど

れ

も

胸
に

迫

り

、
曲

を

聞

き

た
い

気

持

に

さ

せ

る

。

日

本

に

も

こ

ん

な

大

が

い

る

、
こ

ん

な

人

の

輪

が

あ

る

と

、
心

が

熱

く

な

る

本

で

あ

る

。（
陽

）（

駒

草

出

版
　

本

体
1
8
0
0

円

）

女性監督を応援
･ …｢ 東京 国際 女性映 画祭｣ 開催●●●●

注
目
の
日
本
の

女
性
監
督
作
品

男
性
で

す
ら
厳
し
い
と
い
　

新
し

く
ス

タ
ー
ト

す
る
。

わ
れ
る
、
現
在
の
映
画
界

。
　
　
1
0
月
2
8日

㈲
か

ら
Ｈ
月
１

そ
の
中
で

映
画
を
作
る
女
性

監
督
を
応
援

、
作
品
に
焦
点

を
当
て

紹
介
し
て
き
た

「
カ

ネ

ボ

ウ

国

際
女

性

映
画

週

間
」
が

、
1
4回
目
の
今
年
か

ら
「
東

京

国

際

女

性

映

画

祭
」（

高
野
悦
子
ジ

ェ
ネ
ラ

ル

プ
ロ
デ
ュ
サ

古

と
し
て

、

田
中
絹
代
監
督
の
「
乳
房
よ
永

遠
な
れ
」

日
困

、
東

京
ウ
ィ
メ
ン

ズ
プ

ラ

ザ
を
会
場
に

開
催
。
今
回

は

、
フ

ラ

ン

ス

、
ア

メ

リ

カ

、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン

、
イ

タ

リ
ア

、
ド
イ
ツ

、
イ
ラ
ン

、

韓
国

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

、
日

本

の
９

力
国
1
5
本
が
上
映
さ
れ

る

が
、
こ
の

う
ち
６

本
は
、

日

本
の

作
品
。
日

本
の
女
性

監

督
の

進
出

が
、
目

覚
ま
し

丶

○

し

オ

ー
プ
ニ
ン

グ
は
、
羽
田

澄
子

監
督
の

ド
キ
ュ

メ
ン

タ

リ

ー
『
元

始
、
女

性
は
太
陽

で

あ
っ
た
　

平
塚

ら
い
て

う

の

生
涯
』
ど

の
ほ

か
、
ダ
ン

デ
ィ
な
老
人

を
め

ぐ
っ
て

、

７

人
の
老
女
が
恋
の
さ
や

あ

て

、
老
年
の
性
愛

を
描
い
た

『
百

合

祭
』（

浜

野

佐

知

監

督
）
、
乳
ガ
ン
で
若
く
し
て
世

を
去
っ
た
歌
人
・
中
城
ふ
み

子
の
一
生
を
描
い
た
田
中

絹

代
監
督
第
３
作

『
乳
房
よ

永

遠
な
れ
』
、
逃
げ
た
夫
を

追
い

か
け
、
ア
メ
リ
カ
縦
断
2
0

0
0

マ
イ
ル

の

『
ノ
ン
ス
ト

ッ
プ

ー
ガ
ー
ル

』（
ア
メ
リ
カ

／
リ

サ

ー
ク

ル

ー

ガ

ー

監

督
）
な
ど
な
ど

、
注
目
の

作

品
が
目
白
押
し

。
圭
だ

、
1
0

月
2
8日
に
は

、
羽
田
澄
子

、

大
竹
洋
子
（
元
岩
波
ホ

ー
ル

企
画
室
長
）
さ
ん
の
対
談

、

3
0囗
、
視
聴
覚
室
で

、
出

光

真
子
、
山
上
千
恵
子
監
督
の

ビ
デ
才
作
品
上
映

、
3
1日

、

座
談
会
な
ど
も

。

前
売
り
1
0
0
0

円
（

当

日
1
2
0
0

円
）
。主
催

…
同

映
画

祭
実
行
委
員
会

、
チ
ケ

ッ
ト

…
チ

ケ
ッ
ト

ぴ
あ

、
岩

波
ホ
ー
ル
で

。
問
い
合
わ
せ

・
六

ロ
ー
ダ
イ

ヤ
ル

啻
0
3・

５
７
７
７

・
8
6
0
0

「

犯

罪

被

害

者

支

援

の

軌

跡

」

犯
罪
被
害
者
心
の
ヶ
ア

大
久
保
恵
美
子
・
著

突
然
に
犯
罪
や
事
故
に

で

手

渡

す

歌

の

集

い

を

、

つ

づ

っ

た

も

の

で

あ

る

。

白

神

山

地

の

知

人

か

ら

送

ら

れ

て

き

た

「

ぶ

な

の

歌

」

と

い

う

詩

に

曲

が

で

゛
”

”
‐
‐

”
゛
”

’
‐
‐
”

”

’
‘
”
”

’
‘
“
゛
‘
‐
”

’
゛
’‘
‐
‐
”

”

’
‘
’
‐
”

’‘
゛
゛
’
‐
”

”

“

‘‐

”

’゙
’
＾
‘
‐
”

’
‘
｀
゛
’
‘
＾
”
气

‘
‐

遭

遇

し

て

、

被

害

者

（

遺

族

を

含

む

）

は

、

社

会

の

中

で

放

置

さ

れ

、

孤

立

し

て

い

る

。

著

者

は

、

こ

う

し

た

犯

罪

被

害

者

の

声

を

受

け

止

め

よ

う

と

開

設

さ

れ

た

「

池

被

害

者

支

援

都

民

セ

ン

タ

ー

」

で

支

援

活

動

を

し

て

い

る

。

著

者

自

身

、

Ｈ

年

前

、

高

校

生

の

息

子

を

、

飲

酒

運
転
者
の
ひ
き
逃

げ
事
故

で

亡
く
し
た

。
身
の
置
き

所
の
な
い
悲
し
み

、
苦
し

み
を
経
験

、
被
害
者
の
人

権
が

、
な
い

が
し
ろ
に
さ

れ
て

い

る
こ

と

に

気

付

し
か
し

、
同
じ
体
験
を

持

つ

米

国
の

母

親

の

会

（
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｄ

）
を
知
り

、

渡
米

、
立
ち
直
り
の
き

っ

か
け
を

掴
つ
か
む

。

帰
国

後
、
専
門
家

が
集

う
会

合
で

、
勇

気
を
出
し

て
被
害
者
の
気
持
ち
を
話

し
た
こ
と
か
ら

、
民
間
の

被
害
者

支
援
団
体
発
足
へ

と
つ
な

が
る

。

体
験
か
ら

、
被
害
者
に

接
す
る

時
の
留
意
点

、
言

っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と

、

事
件
後
被
害
者

を
さ
ら
に

苦

し

め

る
「
２

次

的

被

害
」
の
問
題
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
述

べ
、
被
害
者

支
援
入
門
書
と
も
な
る
。

全
国
の
警
察
の
被
害
相
談

電
話
一
覧

、
民
間
支
援
団

体
の
相
談
窓
口
な
ど
も
掲

載
し
て

い
る
。
（
紅
）

（

少
年
写
真
新
聞
社

本
体
　
1
2
0
0

円
）

「
8
0の

ス

パ
イ
ス
辞
典

」

武
政
三
男
　
著

本

紙
「
エ
ン

ジ
ョ
イ

ー
ス

パ
イ
ス

」
の
コ

ー
ナ
ー
で

、

ス

パ

イ

ス

の

知

恵
袋

と

し

て

、
お

な
じ
み

の
武
政
三
男

（
ラ
イ

オ
ン

株
式
会
社
家
庭

科
学
研

究
所
テ
ス
ト

キ

″
チ

ン
室
長

）
さ
ん
の
最
新
刊

。

最
近
で
こ
そ

、
ス

パ
イ
ス

は
日

本
人
の

食
生
活

中
で
日

常
的

な
も
の
に

な
っ
た
が
、

二
昔

前
は
、
「

薬
臭
い
≒

な

ん
か

変
な
匂
い

が
す
る
」
な

ど
と

言
わ
れ
た

も
の

。
著
者

は

、
こ

の
こ
ろ

、
料
理
の
中

で
ス

パ
イ
ス

が
釀
し

出
す
味

の

変
化

を
知
り

、
そ
こ

に
あ

る
調

味
科
学
に

着
目

。
使
い

方
の
コ
ツ

な
ど
ス
パ
イ
ス

調

理
学
研

究
の

体
系
化

、
理
論

1
9
3
0

年

代

の

佐

渡

・
相

川

「
佐

渡
金
山

を
彩

っ
た
人

々
」
（
新
日
本
教
育
図
書
）

帯
に

は
「
自
伝
的
長
編

小

説
」
と

あ
る
が

、
ノ
ン

フ

ィ
ク

シ
ョ
ン

と
い

っ
た

方

が
よ

さ
そ

う
だ
。
1
9

3
2

年
（

昭
７

）
、父
の

転

勤
で

佐
渡
に
行

き
、
女

学

校
４

年
に

転
入

、
卒
業
し

た
3
3
年

か

ら
4
0
年
（

昭

1
5）
ま
で

佐
渡
金
山
に

勤

め
た

。
金
山
の

町
、
佐
渡

・
相
川

。
金
山
の
歴
史
様

子

、
仄

か
な
恋
も
ま
じ
え

て

、
金
山
の
人
々
の
思
い

出
が

、
四
季
折
々
の
佐
渡

の
海

、
海
鳴
り
の
音

、
絢

爛
と
海
に
沈
む
夕
陽
な
ど

の
自
然
を
バ
ッ
ク
に
描
か

れ
て

い
る

。

「
青
春
の
感
受
性
豊
か

な
こ

ろ
で

、
思
い
出
も
深

い

の
だ
と
思
い
ま
す

。
金

山
も
好
き
で

し
た
。
私
か

女

学

校

を

卒

業

し

た

と

き

、
佐
渡
金
山
で

初
め
て

女
性
の
事
務
職
員
を
と
る

と
い

う
こ

と
で

、
同
じ
女

学
校
か
ら
３

人
勤
め
ま
し

た

。
誇
ら
し
く
思
い
ま
し

た

よ
≒
ほ

か
の
２

人
は
本

部
勤
務
、
私
だ
け
現
場
の

事
務
所
に
配
属
さ
れ
ま
し

た
。
私
か
健
康
そ
う
だ
っ

た
か
ら
だ
そ
う
で

す

。
不

服
で

し
た
が

、
や
が
て
現

場
で

よ
か
っ
た
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た

。
技
師

さ
ん
や
職
工
さ
ん
達
と
仲

良
く
な
っ
て
」
。

く

わ

し

い

鉱

山

の

様

子

の

描

写

は

、
現

場

勤

務

だ

か

ら

こ

そ

と

思

わ

れ

る

。

「
佐

渡

は

、

一
時

は

世

界

３

位

の

金

山

と

言

わ

れ

た

の

で

す

が

、
私

の

勤

め

て

い

た

こ

ろ

が

最

後

の

輝

き
で

し

た

。
掘

り

尽

く

し

て

、
昭

和
2
7
年

に

大

縮

小

。
平

成

６

年

（
9
4
年

）
、

完

全

閉

山

に

」
。

4
9歳

こ

ろ

か

ら

書

き

は

じ

め

る

。
最

初

の

小

説

は

母

を

モ

デ
ル

に

し

た

「
信

濃

川

」（
7
1
年

）
。
佐

渡

の

こ

と

を

書

く

の

臚

一
に
年

に

書

い

た

『
遠

い

海

鳴

り

の

町

』

に

つ

づ

く

２

冊

目

。

「
『
海

鳴

り
・
：
』

で
3
0
数

年

ぶ

り

に

佐

渡

の

金

山
で

い

っ
し

ょ
だ

っ

た

方

々

と

も

連

絡

が

つ

き

ま

し

た

。

未

だ

に

こ

の

本

が

読

み

た

い

と

い

っ
て

く

だ

さ

る

佐

渡

の

方

が

あ

る

の

で

す

が

、

絶

版

に

な

っ
て

し

ま

っ

て

」
。
『
海
鳴
り
の
町
』
に
大

幅

に

手

を

入

れ

、
人

々

が

、
い
か
に
戦
争
で

苦
し

ん
だ
か
、
そ
の

後
の
人
生

な
ど
を
書
き
加
え
、
３

年

が
か
り
で

完
成
さ
せ
た
の

が
こ
の
本
。
「
書
き
上

げ

て

か
ら
今
年
が
佐
渡
金
山

開
山
４
０
０

年
の

年
な
の

に
思
い

当
た
り

ま
し
た

。

偶
然
で

す
が
不
思
議
も
感

じ
ま
す
。
で

も
、
本
を
さ

し
あ
げ
る

べ
き
登
場
人

物

が
す

べ
て

亡
く
な
っ
て
し

ま
い
、
寂
し
い
で

す
」

「
女
学
校
の
こ

ろ
か
ら
書

く
こ
と
が
好
き
で
し
た

。

苦
労
も
あ
っ
た
結
婚
生
活

で

し
た
が
、
書
く
こ
と
で

自
分
を
見
つ
め
な
お
す
こ

と
が
で

き
ま
し

た
。
女
は

な
に
か
自
分
だ
け
で
で
き

る
こ
と
を
持
つ

べ
き
で

す

ね
」
。
8
4歳
と
は
と
て
も

思

え
ぬ
若
々
し

さ
で

あ
る

。

（

新
日

本
教
育
図
書
　

本

体
1
8
0
0

円
）

雌
・
慰

咨

廓

劃

纏

斎

服―

開
催
中

▼

「
岡
野
原
八
千
代
・

古

布

童

画

展
Ｉ
こ

ど

も

の

と

き
の
思
い
出
そ
の
２
≒

西
村

豊

写

真

展
－

自

然

の

お

く

り
も
の
Ｉ
」

Ｈ
一
月
2
5日

㈲
ま
で
　
1
0
時

～
1
7
時
　

絵
本
の
樹
美
術
館

（
Ｊ
Ｒ

・
甲

斐

大

泉

駅
７

分
）
　

大
人
７
０
０

円

、
３

1
2月
1
9日

團
ま
で

毎
月
第

２

、
４

水
曜
日
1
0
時
3
0分
～

1
7時
　

ポ
上

フ
銀
座

ビ
ル
３

Ｆ
（
地

・
銀
座
１
丁
目

駅
）

日

本
と
西
洋
の
ヘ
ア
ス

タ

イ
ル
に
ス

ポ
ッ
ト

を
あ
て

、

髪
の
質

や
色
の

違
い

か
ら
作

り
上

げ
ら
れ
た

髪
型

、
そ
れ

ら

を
生
み

出
し
た
結

髪
師
、

社
会

的
背
景
な
ど
も

含
め
て

紹
介

無
料

問
合
せ
・：
ポ

上

フ
文

化
研

究
所
啻
0
3・
３

５
６
４

・
3
6
5
1犇蜑

10

月

▼
2
0
0
1

年
度
市
川

房

枝
記
念
会

バ
ザ
ー

2
9日
㈲
～
Ｈ
月
２
日

㈲
Ｈ

月
～
1
6時
　

婦
選

会
館
（
Ｊ

Ｒ
・
新
宿
駅

南
口
７

分
）

食

料

品

、
日

用

雑

貨
、
く

つ

、
バ
ッ
ク

類
な

ど
　
入

場

無
料
　

主
催
・
同

バ
ザ
ー
実

行
委

昔
0
3・
３
３
７
０

・
０

２
３

８
・
０
２
３
ｎ
り

11

月

高

岩

仁

監

督

の

ト

ー

ク

、

講

演

・

國

弘

正

雄

（

３

日

）
、
ア

レ

ン

ー
ネ

ル

ソ

ン

（

４

日

）

１

日

券
2
0
0
0

円

、

２

日

券
3
0
0
0

円

（

前

売

り

の

み

）
　
　
チ

ケ

″

卜

・

問

合

せ

・：

実

行

委

・

本

噐

－
０

４

Ｑ
）
Ｑ
‥）
・
6
5

・

Ｏ

Ｑ
‥ｙ
１
み
０

▼

バ

ン

グ

ラ

デ

シ

ュ

の

女

性

た

ち

に

出

会

う

旅

1 2

月
2
1

日

～
2
8

日

匳

ま

で

７

泊

８

日

（

機

中

Ｉ

泊

）

バ

ン

グ

ラ

デ

シ

ュ

の

女

性

が

置

か

れ

て

い

る

状

況

、

歴

史

を

知

り

、

問

題

に

直

面

し

な

が

ら

活

動

す

る

女

性

た

ち

Ｎ

Ｇ

Ｏ

を

訪

問
　
2
5

万

円
　
2
0

名

（

女

性

の

み

）
　

締

切

…

1 0

月
3
1

日

水
　

詳

細

問

合

せ

・・
・
ア

ジ

ア

女

性

資

料

セ

ン

タ

１

啻
0
3

・

３

７

８

０

・

５

ｎ
／
｀

４

５

ス

タ

デ

ィ

ー
ツ

ア

ー

係

⑤
⑦
⑤
㈲

き
の
こ
類

が
、
抜
群
に

お
い

し

く

な

る

味

覚

の

秋
、
到
来
で

す

。
日

本
で

は
、
松

茸

が

人

気
で

す

が
、
ど
の
き
の
こ
も

、
そ

れ
ぞ
れ
の
風
味
が
楽
し
め

ま
す

。
低
カ
ロ
リ

ー
、
食

る
で

し
ょ
う

。

今
回
の
「
き
の
こ
の

ギ

ッ
シ
ュ
」
に
は

、
ナ
ツ
メ

黔･380･ 襴

グ
、
オ

ー
ル
ス

パ
イ
ス

を

使
い
ま

す
。
素
材
の

き
の

こ

の

香

り

を

生

か

し

つ

つ

、
生
ク
リ

ー
ム

、
チ

ー

ズ
の

匂
い

を
マ
ス

キ
ン

グ

し
ま

す
。
な
お

、
ギ
ッ
シ

ュ
の

生
地

は
、
手
作
り

す

れ
ば
一

層
、
リ

ッ
チ

な
味

わ
い
に

な
り
ま

す
。

【
作
り
方
】

①
冷
凍
パ
イ
シ
ー
ト
は

室
温
で

も
ど
し

、
タ
ル

ト

型
に
合
わ
せ
て

し
き

、
回

り

は
カ
ッ
ト
す
る

。

②
マ
イ

タ
ケ
と
シ
メ
ジ

は
石

突
き
を
落
と
し

、
ほ

ぐ
す

。カ
リ
フ
ラ
ワ

ー
は
、

ご
く
細
か
く
分

け
る

。

③

ボ
ウ
ル
に

、
少
量
の

卵
と
牛
乳

を
ボ
ウ
ル
に

入

れ
て
混

ぜ
、
細
か
く
し

た

グ
リ
エ

ー
ル
チ

ー
ズ
、
ブ

ル
ー
チ

ー
ズ
を
加
え
て

混

せ
る
。
小
麦
粉

、
残
り
の

卵

と

牛

乳
、
生

ク

リ

ー

ム
を
入
れ

、
塩

、
ス
パ
イ

ス

類
を
加
え
る

。

④
生
地
を
し
い
た

タ
ル

ト
型
に
②
を
平
ら
に
な
ら

し
て

の
せ

、上
か
ら

、
③
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
最
適

き
の
こ
類

る 一 品秋 の 食 卓 を 彩

ソ

ー
ス

を
注
ぎ
入
れ
る

。

⑤
２
０
０

℃
に
温
め
た

オ
ー
ブ
ン
で

、
約
3
0分
焼

（
資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
科
学
研
究
所
／
料
理

指
導
・
園
田
匕

口
子
）

灘

圄
脂
隴
⑩

「
材
料
」

市
販
の
冷
凍
パ
イ
シ
ー

ト

適
宜
、
マ
イ
タ
ケ

ー
パ

ッ

ク
、
シ

メ

ジ
狛
パ

ッ

ク
、
カ

リ

フ

ラ

ワ

ー
號

さ
し
Ｉ

強
、
ナ
ツ
メ

グ
ホ

さ
じ
‰

、
オ
ー
ル

ス
パ
イ

ス
小

さ
じ
‰


